信濃出版会社と脩道館―予約出版の蜜月と落日― by 鈴木 俊幸
信
濃
出
版
会
社
と
脩
道
館
│
│
予
約
出
版
の
蜜
月
と
落
日
│
│
鈴
木
俊
幸
は
じ
め
に
│
│
﹁
志
﹂
と
出
版
︑﹁
志
﹂
の
出
版
│
│
出
版
事
業
は
︑
そ
の
様
式
や
規
模
に
よ
っ
て
多
寡
は
あ
る
も
の
の
︑
お
し
な
べ
て
多
大
の
資
本
を
要
す
る
も
の
で
あ
っ
た
︒
投
下
し
た
資
本
を
上
回
る
利
益
が
そ
の
先
に
予
想
し
う
る
場
合
︑
そ
こ
に
商
業
的
な
出
版
事
業
が
成
立
す
る
︒
江
戸
時
代
は
︑
そ
れ
が
可
能
と
な
っ
た
時
代
で
あ
り
︑
商
業
的
出
版
の
隆
盛
は
こ
の
時
代
の
文
化
の
一
特
色
に
数
え
ら
れ
て
い
る
︒
た
だ
し
︑
商
品
と
し
て
の
も
の
が
こ
の
時
代
の
出
版
物
す
べ
て
で
は
な
い
︒
流
通
に
供
し
て
利
益
を
得
る
こ
と
を
目
的
と
し
な
い
出
版
物
の
割
合
は
︑
む
し
ろ
か
な
り
高
い
︒
た
と
え
ば
︑
連
や
社
友
を
か
た
ら
っ
て
制
作
費
用
を
拠
出
し
合
い
︑
仲
間
内
に
配
布
す
る
俳
書
や
狂
歌
本
な
ど
︑
制
作
を
請
け
負
う
業
者
に
利
益
は
あ
る
に
し
て
も
︑
ま
た
販
売
に
供
さ
れ
る
こ
と
が
あ
っ
た
と
し
て
も
︑
そ
れ
自
体
必
ず
し
も
商
品
と
し
て
制
作
さ
れ
た
も
の
で
は
な
い
︒信
濃
出
版
会
社
と
脩
道
館
︵
鈴
木
︶
六
三
医
書
な
ど
も
︑
多
く
が
著
編
者
の
入
銀
︑
蔵
版
物
で
︑
贈
呈
先
の
医
者
仲
間
の
寸
志
に
よ
っ
て
い
く
ら
か
は
制
作
費
用
が
回
収
さ
れ
る
こ
と
は
あ
ろ
う
が
︑
儲
け
よ
う
と
い
う
目
論
見
は
そ
も
そ
も
無
い
の
が
普
通
で
あ
る
︒
儒
学
や
和
学
に
関
す
る
著
書
も
ほ
ぼ
事
情
を
同
じ
く
す
る
︒
彼
ら
を
出
版
に
向
か
わ
せ
る
も
の
は
﹁
志
﹂
で
あ
り
︑
そ
の
先
に
見
越
し
て
い
る
利
は
社
会
的
な
そ
れ
で
あ
っ
た
︒
名
利
と
い
え
ど
も
︑
社
会
的
利
が
ま
ず
備
わ
っ
て
い
て
こ
そ
の
も
の
で
あ
る
︒
藩
主
や
藩
︑
ま
た
藩
校
に
よ
る
出
版
物
も
同
様
で
あ
る
︒
直
接
の
動
機
は
︑
対
世
間
︑
幕
府
向
け
の
も
の
で
あ
っ
た
に
し
て
も
︑
あ
る
種
の
﹁
志
﹂
的
な
も
の
が
出
版
の
意
義
と
し
て
う
た
わ
れ
る
の
は
必
然
で
あ
っ
た
︒
商
業
的
な
出
版
物
に
し
て
も
︑
そ
れ
は
本
屋
の
糊
口
に
資
す
る
こ
と
は
前
提
で
あ
る
が
︑
そ
れ
が
社
会
的
に
何
ら
か
の
意
義
を
有
す
る
こ
と
は
大
前
提
の
社
会
で
あ
っ
た
は
ず
で
あ
る
︒
そ
も
そ
も
多
大
の
資
金
を
要
す
る
不
特
定
多
数
へ
の
テ
キ
ス
ト
流
布
と
い
う
社
会
的
行
為
は
︑
金
銭
的
な
利
を
超
え
る
理
屈
が
な
い
と
居
心
地
の
悪
い
も
の
で
あ
っ
た
︒
明
治
と
時
代
が
変
わ
っ
て
も
︑
こ
の
あ
た
り
の
機
微
に
変
わ
る
と
こ
ろ
は
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
︒
世
を
開
明
に
導
く
と
い
う
理
屈
は
︑
こ
の
時
代
︑
非
常
に
共
感
を
得
や
す
い
も
の
で
あ
っ
た
し
︑
そ
れ
を
出
版
と
い
う
方
法
で
実
現
し
よ
う
と
い
う
発
想
は
ご
く
自
然
で
あ
っ
た
ろ
う
︒
実
際
︑
新
時
代
の
社
会
的
要
請
︑
処
世
の
倫
理
を
説
く
啓
蒙
書
も
数
多
く
出
版
さ
れ
る
が
︑
そ
れ
ら
の
か
な
り
の
割
合
を
篤
志
の
個
人
蔵
版
物
が
占
め
て
い
た
︒
明
治
新
政
府
が
打
ち
出
し
た
教
育
政
策
は
︑
目
に
見
え
て
わ
か
り
や
す
い
開
化
の
象
徴
の
一
つ
で
あ
っ
た
︒
学
校
と
い
う
施
設
︑
同
一
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
・
同
一
教
材
に
よ
る
一
斉
授
業
と
い
う
こ
の
教
育
は
︑
教
科
書
・
掛
図
の
特
需
を
も
た
ら
し
︑
出
版
・
流
通
の
業
界
は
特
段
の
活
気
を
帯
び
る
こ
と
に
な
る
︒
府
県
の
意
を
受
け
た
書
肆
た
ち
が
教
材
の
調
達
と
制
作
︑
ま
た
地
域
す
み
ず
み
に
ま
で
流
通
さ
せ
る
こ
と
に
奔
走
し
た
の
も
︑
必
ず
し
も
営
利
の
み
で
説
明
し
き
れ
る
こ
と
で
は
な
い
︒
学
校
建
設
や
運
営
に
地
域
の
名
望
家
た
ち
が
積
極
的
に
関
与
し
た
の
と
同
様
︑﹁
社
会
的
な
利
﹂
に
資
す
る
と
い
う
意
識
が
少
な
く
な
か
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
(
)
︒

教
科
用
図
書
の
制
作
や
流
通
は
︑
地
域
に
お
け
る
書
籍
業
者
の
定
着
を
促
し
︑
書
籍
流
通
の
回
路
は
細
か
く
行
き
渡
る
こ
と
に
な
る
︒
書
籍
に
よ
る
知
の
獲
得
が
ぐ
っ
と
身
近
な
も
の
と
な
っ
た
︒
ま
た
︑
新
聞
も
開
化
の
度
合
い
を
測
る
一
指
標
と
目
さ
れ
た
︒
各
府
県
も
︑
新
聞
の
流
通
と
地
元
で
の
発
行
︑
府
県
下
に
お
け
る
普
及
六
四
に
力
を
入
れ
た
︒
い
ず
れ
も
営
利
的
な
事
業
と
し
て
は
な
か
な
か
成
り
立
つ
も
の
で
は
な
か
っ
た
が
︑
各
地
で
多
数
の
新
聞
発
行
の
試
み
が
な
さ
れ
た
︒
そ
し
て
そ
れ
は
︑
府
県
の
布
達
類
と
と
も
に
︑
活
版
印
刷
機
の
地
域
へ
の
導
入
に
大
き
な
役
割
を
果
た
す
︒
世
を
︑
ま
た
地
域
を
開
明
に
導
く
方
法
と
し
て
︑
書
籍
の
出
版
が
︑
身
近
に
︑
ま
た
明
確
に
意
識
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
︒
書
籍
の
普
及
は
正
義
で
あ
り
︑
開
明
に
資
す
る
と
い
う
社
会
的
利
が
出
版
の
動
機
と
し
て
共
有
さ
れ
る
︒
共
同
出
資
な
ど
に
よ
っ
て
︑
資
本
投
下
の
余
地
が
可
能
性
と
し
て
切
り
開
か
れ
た
時
︑
明
治
的
な
﹁
志
﹂
に
よ
る
出
版
が
こ
こ
に
行
わ
れ
る
︒
明
治
十
年
代
半
ば
︑
信
州
北
安
曇
郡
池
田
町
村
に
お
い
て
︑
信
濃
出
版
会
社
と
い
う
出
版
結
社
が
設
立
さ
れ
︑
比
較
的
規
模
の
大
き
な
出
版
事
業
が
五
年
間
ほ
ど
継
続
す
る
︒
事
業
の
主
旨
は
︑
廉
価
で
の
良
書
の
普
及
と
い
う
︑
こ
の
時
代
も
っ
と
も
耳
通
り
の
よ
い
﹁
志
﹂
で
あ
り
︑
そ
の
意
味
で
は
特
異
な
事
業
で
は
な
い
︒
し
か
し
︑
こ
の
地
域
に
︑
地
域
の
外
へ
の
流
通
も
視
野
に
入
れ
た
大
部
の
書
籍
の
出
版
事
業
が
成
立
し
︑
あ
る
程
度
存
続
し
て
い
っ
た
こ
と
は
︑
む
し
ろ
異
例
の
こ
と
と
し
て
驚
い
て
も
よ
い
で
あ
ろ
う
︒﹁
志
﹂
の
ほ
ど
を
そ
こ
に
見
て
取
ら
な
い
と
説
明
が
難
し
い
︒
信
濃
出
版
会
社
に
つ
い
て
は
︑
上
條
宏
之
﹃
長
野
県
近
代
出
版
文
化
の
成
立
﹄︵
一
九
八
六
年
八
月
︑
柳
沢
書
苑
︶
に
︑
主
と
し
て
関
係
者
の
家
文
書
を
用
い
て
︑
そ
の
前
身
﹁
共
益
社
﹂
の
起
立
か
ら
説
き
起
こ
し
た
詳
細
な
論
が
備
わ
る
︒
明
治
十
四
年
一
月
︑
こ
の
地
域
に
お
い
て
創
刊
さ
れ
︑
同
十
二
月
ま
で
十
二
号
続
い
た
雑
誌
﹃
幽
谷
雑
誌
﹄
に
つ
い
て
も
多
く
の
頁
を
さ
き
︵
そ
も
そ
も
該
書
は
︑
復
刻
版
﹃
幽
谷
雑
誌
﹄
の
解
説
代
わ
り
に
別
冊
と
し
て
付
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
︶︑
こ
の
地
域
に
備
わ
る
︑
人
的
資
源
︑
経
済
力
等
の
事
業
成
立
要
件
に
つ
い
て
も
詳
し
く
考
証
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
︒
本
稿
も
こ
の
研
究
に
多
く
の
恩
恵
を
受
け
て
い
る
︒
同
書
と
の
重
複
は
極
力
避
け
る
の
で
ぜ
ひ
併
読
さ
れ
た
い
︒
本
稿
は
︑
こ
の
注
目
に
値
す
る
事
業
の
創
業
か
ら
終
焉
ま
で
の
過
程
を
︑
信
濃
出
版
会
社
の
出
版
事
業
の
範
と
な
っ
た
脩
道
館
の
事
業
展
開
と
重
ね
合
わ
せ
な
が
ら
考
察
し
て
い
く
︒
時
期
と
方
法
と
を
ほ
ぼ
同
じ
く
す
る
事
業
を
併
せ
見
る
こ
と
に
よ
っ
て
︑
不
明
の
部
分
を
補
完
し
合
い
︑
信
濃
出
版
会
社
の
事
業
を
時
代
の
中
に
定
位
し
て
再
評
価
す
る
こ
と
が
で
き
る
か
と
考
え
た
か
ら
で
あ
る
︒
信
濃
出
版
会
社
と
脩
道
館
︵
鈴
木
︶
六
五
明
治
十
四
︵
一
八
八
一
︶
年
脩
道
館
の
創
立
﹃
修
道
館
事
務
雑
誌
﹄
第
二
号
︵
明
治
十
四
年
二
月
︶
の
記
事
﹁
脩
道
館
創
立
事
業
﹂
に
︑﹁
本
舘
ノ
事
業
ハ
︑
実
ニ
明
治
十
三
年
七
月
ヲ
以
テ
起
原
シ
︑
方
法
書
ヲ
諸
君
ニ
呈
ス
ル
九
月
一
日
ヨ
リ
シ
︑
同
志
三
千
人
ヲ
募
ラ
ン
ト
概
算
セ
シ
ニ
﹂︵
資
料
の
引
用
に
際
し
て
は
︑
適
宜
句
読
点
を
補
っ
た
︒
以
下
同
じ
︶
と
あ
る
よ
う
に
︑
脩
道
館
の
出
版
事
業
は
明
治
十
三
年
七
月
に
発
足
し
︑
九
月
よ
り
﹁
方
法
書
﹂
を
発
行
し
て
社
員
募
集
を
開
始
し
た
︒
北
海
道
立
文
書
館
所
蔵
十
文
字
家
文
書
﹁
大
阪
脩
道
館
発
行
書
籍
購
入
関
係
書
類
﹂︵
︶
中
に
︑
こ
の
方
法
書
に
添
え
ら
れ
B
44/1379
た
と
思
わ
れ
る
広
告
一
紙
︵
活
版
印
刷
︶
が
備
わ
る
︒
愈
々
御
清
栄
奉
賀
候
︒
然
ハ
今
般
当
館
ニ
於
テ
別
紙
ノ
方
法
ヲ
以
テ
和
漢
ノ
書
籍
ヲ
出
版
仕
候
ニ
付
︑
各
府
県
庁
ハ
勿
論
各
学
校
ニ
至
ル
迄
全
国
一
般
エ
広
告
シ
︑
同
志
ノ
士
ヲ
募
リ
候
ニ
付
︑
右
方
法
書
五
部
差
上
候
間
︑
残
四
部
ハ
御
配
下
戸
長
等
エ
一
部
宛
御
配
賦
被
成
下
度
︑
尤
モ
方
法
書
多
分
御
入
用
ニ
候
ハ
ヽ
︑
御
申
越
被
下
度
︑
御
県
下
学
校
中
ヘ
ハ
本
館
ヨ
リ
直
ニ
壱
部
ツ
ヽ
︑
文
部
省
年
報
書
ニ
基
キ
差
出
候
ニ
付
︑
尚
尊
君
ヨ
リ
御
誘
導
被
下
︑
学
校
中
本
館
出
版
書
籍
壱
部
ツ
ヽ
御
備
エ
︑
衆
生
徒
公
覧
ノ
用
ニ
相
備
リ
候
様
相
成
候
得
ハ
︑
文
学
ノ
道
進
歩
ヲ
相
助
ケ
候
儀
ト
奉
存
候
︒
尚
本
館
ニ
テ
本
月
ヨ
リ
脩
道
館
事
務
雑
誌
ヲ
発
行
シ
候
間
︑
巨
細
ノ
儀
ハ
同
雑
誌
ニ
縷
述
有
之
候
ニ
付
御
熟
覧
可
被
下
候
也
︒
大
坂
西
区
靱
南
通
三
丁
目
脩
道
館
仮
事
務
所
斯
文
学
会
会
員
脩
道
館
幹
事
山
田
栄
造
﹇
印
﹈
十
月
廿
五
日
鈴
木
様
六
六
日
付
と
宛
名
は
墨
書
で
あ
る
︒
新
聞
に
広
告
を
出
し
た
り
︵
九
月
二
十
二
日
﹃
東
京
日
日
新
聞
﹄
等
︶︑
こ
の
よ
う
な
郵
便
を
広
く
発
し
て
﹁
同
志
ノ
士
﹂
を
募
っ
た
わ
け
で
あ
る
︒
七
月
発
行
﹁
方
法
書
﹂
に
つ
い
て
は
未
見
で
あ
る
︒
た
だ
し
︑﹁
修
道
館
事
務
雑
誌
第
一
号
附
録
﹂
と
肩
書
き
し
た
﹁
脩
道
館
書
籍
出
版
方
法
書
﹂
に
つ
い
て
は
︑
埼
玉
県
立
文
書
館
所
蔵
小
室
家
文
書
中
の
も
の
︵
︶
を
確
認
で
き
た
︒
こ
れ
は
同
年
十
二
月
一
日
発
4532-4
行
を
う
た
う
も
の
で
あ
る
が
︑
末
尾
に
加
え
た
一
葉
以
外
︑
七
月
発
行
の
も
の
と
同
内
容
の
も
の
の
よ
う
で
あ
る
の
で
︑
し
ば
ら
く
こ
れ
に
よ
っ
て
脩
道
館
の
動
向
を
追
っ
て
み
る
︒
ま
ず
前
文
を
掲
出
す
る
︒
今
般
我
同
志
ノ
者
相
議
リ
︑
左
ニ
記
ス
ル
所
ノ
書
ヲ
始
メ
︑
史
書
百
家
ノ
書
ヲ
活
字
版
ニ
テ
鮮
明
ニ
印
刷
セ
ン
ト
欲
ス
︒
然
ル
ニ
活
版
ノ
道
タ
ル
︑
部
数
ノ
多
キ
ニ
随
ヒ
︑
益
々
廉
価
ナ
ル
ハ
論
ヲ
待
タ
ス
︒
是
レ
我
ガ
同
志
者
ノ
諸
君
ニ
報
ス
ル
所
以
ニ
シ
テ
︑
諸
君
モ
亦
相
誘
導
シ
玉
ヒ
︑
社
員
ノ
益
々
夥
多
ナ
ル
コ
ト
ヲ
来
サ
バ
︑
書
籍
愈
々
廉
価
ニ
シ
テ
自
他
ノ
幸
甚
尠
ナ
カ
ラ
ス
︒
今
爰
ニ
社
員
三
千
人
ト
予
定
シ
一
二
ノ
書
ヲ
予
算
シ
自
余
ノ
書
籍
予
算
推
テ
知
ル
可
︑
書
籍
体
裁
ヲ
附
シ
︑
規
則
ヲ
定
メ
︑
普
ク
江
湖
ニ
流
布
シ
︑
人
ヲ
四
方
ニ
派
出
本
年
七
月
十
五
日
ヲ
以
テ
本
館
ヲ
発
シ
六
十
日
ヲ
過
キ
則
チ
九
月
十
日
五
日
ニ
本
館
エ
帰
着
シ
社
員
ノ
数
ヲ
算
シ
直
ニ
印
刷
ニ
取
掛
ル
ベ
シ
シ
︑
同
志
ノ
諸
君
ヲ
天
下
ニ
募
ル
︒
多
く
の
部
数
を
制
作
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
︑
一
冊
あ
た
り
の
制
作
原
価
を
引
き
下
げ
︑
共
同
出
資
の
﹁
同
志
者
﹂
に
良
書
を
安
く
頒
布
し
よ
う
と
い
う
試
み
で
あ
っ
た
︒
こ
れ
に
よ
る
と
︑
社
員
三
千
人
の
見
積
も
り
で
予
算
書
を
作
成
︑
刷
見
本
と
規
則
書
と
を
配
布
︑
予
定
の
社
員
を
募
る
べ
く
︑
七
月
十
五
日
か
ら
諸
所
に
人
を
派
遣
し
た
︒
募
集
期
間
は
六
十
日
で
︑
九
月
十
五
日
か
ら
す
ぐ
に
印
刷
着
手
の
予
定
︑
こ
れ
は
︑
予
約
者
を
い
た
ず
ら
に
待
た
せ
ず
︑
早
期
の
刊
行
を
目
指
し
て
い
た
が
ゆ
え
の
こ
と
で
あ
ろ
う
︒
さ
て
︑
こ
こ
に
い
う
﹁
同
志
者
﹂
と
は
︑
脩
道
館
と
﹁
志
﹂
を
共
有
し
︑
こ
の
事
業
に
賛
同
す
る
者
た
ち
で
あ
る
︒
幹
事
山
田
栄
造
と
ぴ
っ
た
り
﹁
志
﹂
を
重
ね
合
わ
せ
ら
れ
る
者
か
ら
︑
転
売
の
利
を
目
論
ん
で
安
く
仕
入
れ
ら
れ
る
こ
と
を
も
っ
て
社
員
に
名
を
連
ね
る
者
信
濃
出
版
会
社
と
脩
道
館
︵
鈴
木
︶
六
七
ま
で
︑﹁
賛
同
﹂
も
し
な
じ
な
で
あ
ろ
う
が
︑
と
り
あ
え
ず
は
︑
山
田
の
﹁
志
﹂
を
こ
こ
で
確
認
し
て
お
こ
う
︒
翌
年
一
月
に
発
行
さ
れ
る
﹃
修
道
館
事
務
雑
誌
﹄
第
一
号
の
﹁
脩
道
館
創
立
起
源
﹂
を
︑
彼
の
履
歴
に
つ
い
て
も
語
ら
れ
る
と
こ
ろ
が
あ
る
の
で
︑
長
文
で
あ
る
が
引
用
し
て
み
よ
う
︒
脩
道
館
ト
ハ
︑
故
佐
藤
一
斎
翁
題
ス
ル
所
ノ
塾
号
ニ
シ
テ
︑
又
自
カ
ラ
之
ヲ
額
面
ニ
書
シ
︑
且
ツ
大
儒
山
口
重
昭
氏
ニ
命
シ
︑
脩
道
館
ノ
記
ヲ
撰
セ
シ
メ
︑
併
セ
テ
之
ヲ
扁
額
ニ
認
メ
︑
我
亡
父
政
徳
ニ
与
ヘ
︑
大
ニ
儒
学
ノ
道
ヲ
盛
ニ
セ
ン
ト
欲
シ
︑
之
ヲ
本
舘
ニ
掲
載
シ
来
ル
︒
茲
ニ
参
拾
有
余
年
︑
然
ル
ニ
文
運
推
移
リ
︑
終
ニ
漢
籍
ヲ
抛
チ
︑
専
ラ
欧
米
ノ
学
問
ヲ
脩
ム
ル
ノ
時
運
ニ
至
リ
︑
吾
曹
モ
漢
籍
ヲ
鬻
ヒ
テ
洋
書
ヲ
購
ヒ
︑
和
服
ヲ
転
シ
テ
洋
裳
ヲ
穿
チ
︑
単
ニ
業
ヲ
福
沢
氏
ノ
門
ニ
受
ケ
︑
或
ハ
開
成
校
ノ
教
ヲ
奉
ス
ト
雖
ト
モ
︑
性
質
魯
鈍
ニ
シ
テ
未
タ
欧
米
学
問
ノ
蘊
奥
ヲ
味
フ
コ
ト
ヲ
得
ス
︒
亦
転
シ
テ
︑
業
ヲ
活
版
ノ
道
ニ
移
シ
︑
明
治
四
年
︑
始
テ
東
京
神
田
淡
路
町
弐
丁
目
ニ
於
テ
︑
国
文
社
ト
称
ス
ル
活
版
所
ヲ
開
設
シ
︑
従
事
ス
ル
七
年
︑
大
ニ
活
版
ノ
妙
処
ヲ
得
ル
コ
ト
ア
リ
︒
然
ル
ニ
文
運
復
タ
推
移
リ
︑
聖
賢
ノ
道
亦
世
ニ
盛
ナ
ラ
ン
ト
ス
ル
ニ
際
シ
︑
東
京
ニ
テ
ハ
諸
先
生
斯
文
学
会
ノ
設
ケ
ア
リ
テ
︑
専
ラ
本
邦
ノ
風
俗
醇
厚
ニ
シ
テ
君
子
国
ノ
称
ヲ
失
ハ
サ
ラ
ン
ヲ
謀
ラ
ル
ヽ
ニ
付
︑
吾
曹
モ
旧
ニ
復
シ
漢
土
ノ
学
問
ヲ
脩
メ
ン
ト
欲
ス
ル
ニ
臨
ミ
︑
書
籍
ノ
窮
乏
且
ツ
不
廉
ニ
シ
テ
得
難
キ
ニ
苦
ミ
︑
嘗
テ
業
ト
ス
ル
所
ノ
道
ヲ
以
テ
︑
其
書
籍
ノ
価
格
ヲ
計
ル
︑
啻
ニ
半
価
ノ
ミ
ナ
ラ
ス
︑
甚
シ
キ
ニ
至
リ
テ
ハ
三
分
一
ノ
低
価
ヲ
以
テ
落
成
シ
得
ヘ
シ
︒
故
ニ
之
ヲ
友
人
ニ
謀
ル
︑
一
轍
ノ
思
ヒ
ア
リ
︑
亦
之
ヲ
乙
ニ
伝
ヘ
︑
亦
タ
之
ヲ
丙
ニ
達
シ
︑
丁
ニ
述
ヘ
︑
戊
ニ
謀
ル
︒
一
ニ
同
感
ニ
ア
ラ
サ
ル
コ
ト
ナ
ク
︑
加
フ
ル
ニ
書
籍
往
々
誤
謬
脱
漏
ノ
患
ヒ
ヲ
免
カ
レ
サ
ル
者
鮮
シ
︒
因
テ
我
同
士
ノ
者
相
謀
リ
︑
附
録
ノ
方
法
ヲ
編
シ
︑
之
ヲ
斯
文
学
会
ノ
諸
先
生
ニ
呈
シ
︑
賛
成
ヲ
得
ル
少
カ
ラ
ス
︒
遂
ニ
左
ニ
掲
ク
ル
脩
道
館
姓
名
簿
巻
首
ニ
諸
先
生
ノ
賛
題
ヲ
得
タ
リ
︒
而
シ
テ
其
方
法
書
ヲ
江
湖
ニ
散
布
シ
︑
同
志
ヲ
募
ラ
ン
ト
欲
シ
︑
嘗
テ
受
ル
所
ノ
文
部
省
年
報
書
ニ
憑
リ
︑
全
国
一
般
ノ
学
校
ヘ
三
万
余
部
ヲ
呈
シ
︑
亦
タ
之
ヲ
各
府
県
庁
ニ
奉
ケ
候
︒
爾
来
賛
成
御
入
社
ノ
多
キ
︑
目
今
既
ニ
入
社
申
込
ノ
ミ
ヲ
除
キ
︑
銀
行
ニ
差
シ
出
ス
所
ノ
券
状
ト
共
ニ
本
館
ノ
券
状
一
万
一
千
余
号
ヲ
交
換
セ
リ
︒
之
ニ
因
テ
之
ヲ
考
フ
レ
ハ
︑
文
運
回
復
ノ
道
亦
既
ニ
基
ヒ
ス
ル
有
ル
乎
︒
上
斯
文
学
会
ノ
教
ヘ
ア
リ
︑
下
脩
道
館
ノ
業
ア
リ
︒
山
田
栄
造
謹
述
六
八
と
い
う
わ
け
で
︑
漢
学
隆
盛
の
追
い
風
を
受
け
て
︑﹁
斯
文
学
会
ノ
教
ヘ
﹂
を
世
に
広
め
︑﹁
文
運
回
復
﹂
の
基
と
す
べ
く
︑
漢
籍
の
良
書
を
廉
価
で
頒
布
し
て
い
こ
う
と
い
う
の
が
山
田
の
﹁
志
﹂
で
あ
っ
た
︒
ち
な
み
に
斯
文
学
会
は
︑
明
治
十
三
年
六
月
六
日
発
会
で
あ
る
(
)
︒
さ
て
︑﹃
脩
道
館
書
籍
出
版
方
法
書
﹄
は
︑
続
け
て
次
の
﹁
規
則
﹂
を
掲
載
し
て
い
る
︒
規
則
○
本
館
ハ
遠
近
社
員
ノ
集
合
協
力
シ
テ
成
立
ル
モ
ノ
ナ
レ
バ
︑
出
版
ノ
書
籍
ハ
社
員
ノ
数
ダ
ケ
印
刷
シ
必
ス
余
分
ノ
印
刷
ヲ
為
サ
ザ
ル
也
社
員
何
レ
モ
惣
テ
原
価
ヲ
以
テ
購
求
ス
ル
ヲ
得
︒
依
テ
社
員
ノ
注
文
ハ
一
株
ニ
付
毎
書
一
部
ツ
ヽ
ノ
外
注
文
ス
ル
ヲ
得
ス
︒
尤
壱
名
ニ
テ
数
株
ヲ
所
有
ス
ル
者
ハ
其
株
数
ダ
ケ
注
文
ス
ル
ヲ
得
︒
○
金
一
円
ヲ
以
テ
一
株
ノ
持
主
ト
ス
︒
尤
モ
末
条
ノ
期
限
中
ハ
無
利
息
ニ
テ
預
リ
置
キ
満
期
ニ
至
リ
返
却
ス
ヘ
シ
︒
○
本
館
ニ
テ
出
版
ス
ル
書
籍
ハ
前
途
ニ
遠
近
社
員
ヘ
報
知
ス
可
キ
ニ
付
︑
其
節
予
算
半
数
ヲ
本
館
ニ
郵
送
シ
︑
全
数
ヲ
送
ル
モ
妨
ゲ
ナ
シ
ト
ス
注
文
数
株
ヲ
所
有
ス
ル
人
ニ
テ
其
株
数
ダ
ケ
ノ
書
籍
ヲ
要
セ
ザ
ル
者
ハ
望
ノ
部
数
ダ
ケ
ヲ
書
キ
認
メ
注
文
ス
ベ
シ
尤
モ
本
館
ニ
テ
出
版
シ
社
員
ヘ
配
賦
ス
ル
書
籍
ハ
何
レ
モ
原
価
ニ
シ
テ
世
間
ニ
売
買
ス
ル
所
ノ
凡
半
価
ナ
ル
ヲ
以
テ
若
シ
不
用
ト
見
留
ル
書
籍
ハ
他
ヘ
譲
与
シ
テ
浩
益
ア
リ
依
テ
書
林
ノ
本
館
ヘ
入
社
ス
ル
モ
ノ
甚
タ
多
シ
御
申
越
シ
可
被
成
候
︒
書
籍
落
成
ノ
上
ハ
本
館
ヨ
リ
其
旨
ヲ
各
社
員
ニ
報
知
ス
ヘ
シ
︒
其
時
キ
残
半
数
ヲ
郵
送
可
被
成
候
︒
其
半
数
本
館
ニ
着
ス
ル
直
ニ
︑
書
籍
引
替
証
ヲ
回
送
ス
ベ
キ
ニ
付
︑
其
引
替
証
ニ
本
館
ヨ
リ
兼
テ
差
送
ル
予
算
金
受
取
証
前
半
数
ノ
請
取
証
也
ヲ
添
エ
︑
書
籍
引
替
ニ
地
方
配
達
所
ヨ
リ
受
取
リ
可
被
成
候
︒
○
書
籍
配
達
所
ハ
当
分
左
ノ
所
ヘ
設
置
ス
ベ
シ
此
挙
漸
々
各
地
ヘ
蔓
延
ス
ル
ニ
随
ヒ
配
達
所
ヲ
各
所
ヘ
設
置
ス
ベ
シ
︒
﹁
配
達
所
﹂
の
一
覧
を
掲
載
し
た
あ
と
︑﹁
出
版
書
目
概
略
﹂
と
し
て
︑
完
成
予
定
の
目
処
と
と
も
に
︑
刊
行
予
定
書
目
が
列
挙
さ
れ
る
︒出
版
書
目
概
略
本
館
ニ
テ
出
版
ス
ル
書
籍
仲
間
ヘ
御
加
入
被
成
候
諸
君
ノ
書
籍
購
入
費
ヲ
試
ニ
月
々
ニ
割
賦
シ
見
ル
ニ
大
約
一
ヶ
月
一
円
内
外
ノ
費
用
ト
御
見
倣
シ
被
成
候
ヘ
バ
漸
々
不
知
不
識
数
十
部
ノ
書
籍
備
リ
可
申
候
信
濃
出
版
会
社
と
脩
道
館
︵
鈴
木
︶
六
九
十
八
史
略
着
手
ヨ
リ
一
ヶ
月
間
ニ
落
成
ス
第
一
巻
着
手
戦
国
策
二
ヶ
月
ニ
シ
テ
落
成
ス
蒙
求
一
ヶ
月
ニ
シ
テ
落
成
ス
資
治
通
鑑
十
五
ヶ
月
ニ
落
成
ス
史
記
評
林
五
ヶ
月
ニ
シ
テ
落
成
ス
第
二
巻
着
手
国
語
二
ヶ
月
ニ
シ
テ
落
成
ス
前
漢
書
八
ヶ
月
ニ
テ
落
成
ス
後
漢
書
八
ヶ
月
ニ
シ
テ
落
成
ス
春
秋
左
氏
伝
二
ヶ
月
ニ
シ
テ
落
成
ス
綱
鑑
易
知
録
一
ヶ
年
ニ
シ
テ
落
成
ス
右
ノ
外
和
漢
ノ
歴
史
類
ヨ
リ
文
集
類
及
子
書
等
社
員
ノ
投
標
ニ
ヨ
リ
前
後
ヲ
定
メ
陸
続
出
版
ス
ベ
シ
史
記
漢
書
易
知
録
通
鑑
ノ
如
キ
大
部
ノ
書
籍
ハ
落
成
ノ
月
数
多
キ
ニ
付
幾
回
ニ
モ
別
チ
配
達
ス
ヘ
シ
刊
行
を
予
定
し
て
い
る
書
籍
は
す
べ
て
漢
籍
で
あ
る
が
︑
今
後
﹁
社
員
ノ
投
票
﹂
に
よ
っ
て
﹁
和
漢
ノ
歴
史
類
ヨ
リ
文
集
類
及
子
書
等
﹂
の
中
か
ら
出
版
し
て
い
く
と
の
こ
と
で
あ
る
︒
続
け
て
﹁
予
算
概
略
﹂
と
し
て
︑﹁
十
八
史
略
﹂﹁
史
記
評
林
﹂
の
予
定
さ
れ
る
価
格
が
市
価
と
対
比
し
て
示
さ
れ
る
︒
予
算
概
略
看
客
本
館
予
算
類
ニ
ア
ラ
ズ
加
十
八
史
略
七
冊
︵
当
時
書
肆
ニ
テ
売
鬻
ス
ル
所
ノ
代
価
凡
壱
円
五
十
銭
︶
本
館
ニ
テ
出
版
ス
ル
所
ノ
予
算
金
七
十
銭
但
シ
運
送
賃
ヲ
除
キ
諸
手
数
料
見
込
ア
リ
史
記
評
林
五
十
冊
︵
当
時
書
肆
ニ
テ
売
鬻
ス
ル
所
ノ
代
価
拾
壱
円
五
十
銭
︶
同
断
金
六
円
同
断
○
大
阪
西
区
靱
南
通
三
丁
目
廿
弐
番
地
山
田
栄
造
本
館
印
刷
事
務
長
兼
会
計
補
方
ヲ
以
テ
当
館
仮
会
計
事
務
所
ト
相
定
メ
候
間
︑
遠
近
社
員
ノ
諸
問
合
セ
及
ヒ
株
金
逓
送
等
ハ
惣
テ
同
方
ヘ
宛
御
差
越
可
被
成
候
也
︒
○
本
館
出
版
ノ
期
限
ハ
満
五
ヶ
年
ト
相
定
メ
候
也
︒
此
書
ヲ
各
地
方
ヘ
散
布
シ
置
候
間
︑
御
同
意
ノ
諸
君
ハ
遅
速
ヲ
論
セ
ス
御
照
会
ア
ラ
ン
コ
ト
ヲ
︒
月
日
大
坂
脩
道
館
十
二
月
︑
こ
の
方
法
書
に
加
え
ら
れ
た
一
葉
は
次
の
よ
う
に
印
刷
さ
れ
て
い
る
︒
七
〇
明
治
十
三
年
十
二
月
一
日
︑
此
方
法
書
ヲ
遠
隔
地
方
小
学
校
ヘ
配
賦
ス
ル
ニ
付
此
一
葉
ヲ
増
加
シ
︑
将
来
入
社
諸
君
ノ
便
利
ヲ
謀
リ
︑
且
ツ
本
館
ニ
テ
出
版
ス
ル
書
籍
ノ
注
文
定
期
ニ
後
レ
シ
諸
君
ノ
望
ヲ
飽
シ
メ
ン
ト
欲
ス
︒
抑
モ
本
館
印
刷
ノ
着
手
ハ
十
月
中
ノ
処
︑
十
一
月
ニ
至
リ
入
社
人
日
々
五
六
十
名
ツ
ヽ
ノ
増
員
ニ
シ
テ
︑
何
レ
モ
非
常
ノ
御
希
望
ニ
付
︑
本
館
役
員
一
同
協
議
ノ
上
︑
東
部
首
鯁
ノ
社
員
ニ
謀
リ
︑
一
ヶ
月
ヲ
延
期
シ
︑
本
館
方
法
書
ヲ
岡
山
・
愛
知
・
兵
庫
・
和
歌
山
︑
四
県
ノ
小
学
校
ヘ
配
賦
シ
候
処
︑
目
今
ニ
至
リ
︑
日
々
希
望
ノ
諸
君
百
ヲ
以
テ
算
ス
ル
ノ
ミ
ナ
ラ
ス
︑
遠
県
ノ
向
ハ
電
信
或
ハ
別
配
達
等
ニ
テ
入
社
御
申
越
相
成
候
様
ノ
姿
ニ
テ
︑
未
タ
右
四
県
ノ
外
方
法
書
ノ
配
達
モ
致
サ
ヽ
ル
内
前
件
ノ
訳
故
︑
今
一
ヶ
月
モ
本
館
印
刷
着
手
ヲ
延
期
仕
候
得
ハ
未
タ
此
挙
ヲ
知
ラ
サ
ル
諸
君
ノ
為
メ
ト
存
シ
候
得
共
︑
既
ニ
九
月
中
入
社
ノ
諸
君
︑
日
々
ノ
渇
望
難
黙
止
ニ
付
︑
本
日
ヲ
以
テ
刊
行
初
第
一
日
ト
致
シ
候
也
︒
就
テ
ハ
本
日
迄
史
記
注
文
御
申
込
の
社
員
ヲ
前
部
ト
シ
︑
本
日
ヨ
リ
来
ル
廿
八
日
迄
御
申
越
ノ
方
ヲ
後
部
ト
シ
︑
本
館
ニ
テ
ハ
本
日
ヨ
リ
廿
八
日
迄
印
刷
ヲ
終
リ
タ
ル
分
丈
ケ
ヲ
後
部
社
員
ノ
為
メ
再
度
印
刷
致
シ
候
故
︑
片
時
モ
早
ク
御
申
込
ノ
方
ハ
書
籍
早
ク
御
入
手
ニ
相
成
候
但
シ
各
地
方
ヨ
リ
入
社
御
申
越
ノ
方
ハ
勿
論
︑
既
ニ
御
加
入
相
成
候
諸
君
ヨ
リ
モ
頻
リ
ニ
此
書
ヲ
要
求
被
成
候
ニ
付
︑
今
般
本
章
ノ
主
意
陳
述
旁
二
部
ツ
ヽ
差
上
候
間
︑
既
ニ
此
書
ヲ
御
所
持
ノ
方
ハ
御
知
リ
合
中
エ
御
配
賦
被
下
度
︑
且
本
館
雑
誌
ノ
儀
十
一
月
廿
五
日
発
行
ノ
許
可
ヲ
得
候
ニ
付
テ
ハ
︑
目
今
郵
便
定
税
逓
送
願
居
リ
候
ニ
付
︑
此
許
可
ヲ
得
バ
直
ニ
各
位
エ
差
上
可
申
候
也
︒
○
本
館
社
員
定
限
ノ
儀
ハ
追
テ
各
地
方
新
聞
紙
ヱ
掲
載
シ
候
間
︑
夫
レ
迄
ノ
処
ハ
入
社
御
申
込
御
勝
手
ニ
相
成
候
也
︒
○
未
タ
配
達
所
取
設
無
之
地
方
ノ
社
員
ヱ
書
籍
逓
送
ハ
当
分
通
運
ヲ
以
本
館
ヨ
リ
直
接
差
出
シ
候
也
︒
○
各
地
方
社
員
ヨ
リ
本
館
ヘ
入
社
金
或
ハ
予
算
金
等
御
差
送
リ
ノ
儀
御
便
利
ノ
為
メ
各
府
県
下
各
銀
行
ヘ
照
会
罷
在
候
内
︑
左
ニ
掲
ク
ル
処
ノ
銀
行
ハ
既
ニ
本
館
券
状
等
交
換
方
取
扱
ヒ
且
ツ
本
舘
方
法
書
ノ
各
行
ニ
有
之
候
間
︑
其
地
方
最
寄
ノ
社
員
ハ
其
銀
行
ヱ
株
金
及
ヒ
予
算
金
共
御
差
出
シ
相
成
度
︑
依
テ
左
ニ
掲
出
ス
︒
尤
モ
銀
行
エ
御
差
出
シ
ノ
方
ハ
其
時
キ
直
チ
ニ
端
書
ヲ
以
テ
其
旨
本
館
エ
必
ス
御
通
知
可
被
下
候
也
︒
十
二
月
一
日
大
坂
脩
道
館
︵
以
下
銀
行
名
︶
十
月
か
ら
印
刷
に
取
り
か
か
る
予
定
が
十
一
月
と
な
っ
た
︒
し
か
し
印
刷
を
始
め
て
も
入
社
希
望
者
が
﹁
日
々
五
六
十
名
ツ
ヽ
﹂
と
︑
切
り
無
く
増
員
し
て
い
く
の
で
︑
こ
の
十
二
月
一
日
を
区
切
り
と
し
て
︑
こ
れ
ま
で
に
入
社
し
た
社
員
の
た
め
に
印
刷
に
か
か
り
︑
以
後
信
濃
出
版
会
社
と
脩
道
館
︵
鈴
木
︶
七
一
二
十
八
日
ま
で
を
ま
た
一
区
切
り
と
し
て
︑
そ
の
間
に
入
社
し
た
社
員
用
に
再
度
印
刷
に
か
か
る
と
い
う
こ
と
で
︑
希
望
者
を
受
け
付
け
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
︵
予
約
が
う
ま
く
集
ま
ら
な
い
予
約
出
版
事
業
が
出
版
を
先
送
り
に
し
て
少
し
で
も
予
約
者
を
募
ろ
う
と
す
る
際
の
﹁
手
口
﹂
に
似
て
い
る
が
︑
こ
の
場
合
は
真
に
受
け
て
よ
い
か
と
思
わ
れ
る
︶︒
紙
型
を
と
ら
ず
︑
所
期
の
部
数
分
の
印
刷
を
終
え
る
と
︑
版
は
崩
し
て
し
ま
う
よ
う
で
︑
山
田
も
﹃
修
道
館
事
務
雑
誌
﹄
第
五
号
﹁
印
刷
及
逓
送
事
務
概
略
﹂
で
ぼ
や
い
て
い
る
が
︑
再
刷
は
ま
た
一
か
ら
手
間
が
か
か
り
︑
他
の
企
画
に
支
障
を
来
す
恐
れ
も
あ
る
︒
に
も
か
か
わ
ら
ず
再
募
集
を
決
断
し
た
の
は
︑﹁
追
い
風
﹂
を
実
感
し
︑﹁
志
﹂
の
発
揮
の
し
ど
こ
ろ
と
い
う
判
断
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
︒
脩
道
館
は
翌
明
治
十
四
年
一
月
に
﹃
修
道
館
事
務
雑
誌
﹄
第
一
号
を
発
行
す
る
︒﹁
本
舘
雑
誌
﹂
と
題
す
る
一
条
が
あ
り
︑
そ
こ
に
︑
○
此
雑
誌
ハ
新
聞
誌
等
ノ
如
ク
異
聞
奇
説
ヲ
掲
載
ス
ル
者
ニ
無
之
︑
専
ラ
本
舘
ノ
作
業
及
ヒ
出
版
ノ
書
目
予
算
等
ヲ
記
載
シ
︑
或
ハ
書
籍
逓
送
ノ
順
序
ヲ
始
メ
︑
専
ラ
社
員
中
要
用
ノ
件
而
已
ヲ
述
フ
ル
者
ナ
レ
ハ
︑
社
外
ノ
人
単
ニ
雑
誌
ノ
ミ
ヲ
購
求
ス
ル
ヲ
得
ス
︒
且
ツ
文
章
ノ
艶
麗
ハ
固
ヨ
リ
不
能
ノ
儀
ニ
付
︑
極
メ
テ
口
述
舌
換
ノ
如
キ
俗
文
ヲ
呈
シ
候
間
︑
不
学
御
嘲
罵
御
宥
恕
ヲ
乞
フ
︒
○
此
雑
誌
ハ
毎
月
一
回
宛
出
版
シ
︑
本
舘
ト
社
員
ト
相
方
ノ
間
ニ
照
会
セ
ン
ト
欲
ス
ル
事
項
等
ヲ
記
載
シ
︑
相
方
ノ
筆
労
及
ヒ
郵
費
ヲ
省
カ
ン
ト
欲
ス
ル
雑
誌
ナ
レ
ハ
︑
雑
誌
代
価
郵
便
切
手
代
ト
共
ニ
合
シ
テ
市
内
外
ヲ
問
ハ
ス
一
ヶ
月
三
銭
ツ
ヽ
ト
相
定
メ
候
ニ
就
テ
ハ
︑
雑
誌
代
価
壱
ヶ
年
分
ツ
ヽ
取
纏
メ
御
差
送
リ
相
成
度
︑
且
ツ
雑
誌
御
不
用
ノ
方
ハ
其
旨
御
通
知
可
被
下
候
︒
と
あ
っ
て
︑﹁
雑
誌
﹂
発
行
の
目
的
は
明
瞭
で
あ
る
︒
事
業
を
開
始
し
社
員
を
募
り
始
め
て
か
ら
半
年
︑
出
資
し
た
社
員
か
ら
の
問
い
合
わ
せ
も
多
く
な
っ
て
き
た
も
の
と
想
像
す
る
︒﹁
専
ラ
社
員
中
要
用
ノ
件
而
已
ヲ
述
フ
ル
﹂
こ
の
﹁
雑
誌
﹂
は
︑
事
業
の
進
捗
等
を
社
員
七
二
に
報
知
し
信
頼
を
つ
な
ぎ
止
め
る
こ
と
が
大
き
な
目
的
と
し
て
発
想
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
︒
こ
の
﹁
雑
誌
﹂
は
︑
こ
の
十
四
年
中
︑
五
月
の
五
号
ま
で
︑﹁
毎
月
一
回
宛
出
版
シ
﹂
と
い
う
当
初
の
計
画
ど
お
り
発
行
し
て
い
る
も
の
の
︑
六
号
は
間
を
置
い
て
九
月
︑
七
号
は
十
二
月
に
発
行
さ
れ
て
い
る
︒
共
益
社
の
出
版
方
法
構
想
﹁
志
﹂
実
現
の
た
め
︑
良
書
の
安
価
で
の
普
及
を
図
り
︑
あ
る
程
度
の
印
刷
部
数
を
確
保
し
て
単
価
を
押
し
下
げ
︑
活
版
印
刷
を
も
っ
て
印
刷
・
造
本
と
も
に
﹁
善
美
﹂
を
尽
く
し
た
出
版
を
行
う
こ
と
︑
そ
の
志
を
共
有
し
う
る
社
員
を
募
り
︑
そ
の
予
約
に
よ
る
出
資
で
︑
大
部
の
書
籍
の
出
版
を
行
う
と
い
う
こ
の
方
法
は
大
い
に
共
感
を
得
る
と
こ
ろ
と
な
っ
た
︒
こ
の
い
わ
ゆ
る
予
約
出
版
は
︑
脩
道
館
の
事
業
が
起
爆
剤
と
な
り
︑
こ
れ
に
範
を
取
っ
た
︑
も
し
く
は
あ
や
か
っ
た
予
約
出
版
事
業
が
明
治
十
年
代
半
ば
以
後
大
い
に
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
る
︒
そ
の
強
い
影
響
は
信
州
北
安
曇
郡
池
田
町
村
に
も
及
ん
だ
︒
こ
の
村
に
起
立
し
た
信
濃
出
版
会
社
の
事
業
は
︑
脩
道
館
事
業
の
直
系
的
な
申
し
子
と
も
言
え
る
も
の
で
あ
っ
た
︒
信
濃
出
版
会
社
の
前
身
で
あ
る
共
益
社
と
い
う
結
社
が
池
田
町
村
に
誕
生
し
た
の
は
明
治
十
四
年
五
月
の
こ
と
で
あ
る
︒﹃
共
益
社
活
版
広
告
﹄
は
︑
社
員
確
保
の
た
め
に
制
作
さ
れ
た
﹁
方
法
書
﹂
で
あ
る
が
︑
そ
の
前
文
に
次
の
よ
う
に
見
え
る
︒
共
益
社
活
版
広
告
今
般
我
等
相
ヒ
結
ン
デ
一
社
ヲ
創
立
シ
︑
活
版
ヲ
以
テ
百
科
ノ
書
を
印
刷
シ
︑
有
志
ノ
諸
君
子
ニ
頒
タ
ン
ト
欲
ス
ル
者
ハ
︑
書
籍
ノ
価
ヲ
廉
ニ
シ
テ
購
求
ヲ
容
易
ナ
ラ
シ
メ
︑
人
智
砥
礪
ノ
一
端
ニ
供
セ
ン
ト
ス
ル
ニ
外
ナ
ラ
ズ
︑
或
ハ
曩
ニ
脩
道
館
ニ
於
テ
此
業
ヲ
創
ム
ル
ア
ル
モ
︑
古
今
有
用
書
籍
ノ
夥
キ
︑
独
リ
該
館
ノ
能
ク
印
刷
シ
得
ル
所
ニ
ア
ラ
ズ
︒
仮
令
ヒ
之
ヲ
印
刷
シ
得
ル
ト
ナ
ス
モ
︑
蓋
シ
数
十
百
年
ノ
長
日
子
ヲ
待
タ
ザ
ル
ヲ
得
ズ
︒
文
化
日
新
ノ
盛
事
ニ
当
リ
︑
豈
斯
ノ
如
ク
猶
予
シ
テ
可
ナ
ラ
ン
ヤ
︒
此
レ
其
我
々
ガ
該
館
ニ
満
足
ス
ル
ヲ
得
ズ
シ
テ
︑
茲
ニ
此
社
ヲ
起
ス
所
以
ン
也
︒
抑
活
版
ノ
道
タ
ル
︑
出
版
部
数
ノ
愈
多
キ
ニ
随
ヒ
愈
廉
ナ
ル
ヲ
以
信
濃
出
版
会
社
と
脩
道
館
︵
鈴
木
︶
七
三
テ
︑
社
員
一
名
タ
リ
ト
モ
増
加
ス
ル
ト
キ
ハ
︑
独
リ
本
社
ノ
幸
福
ノ
ミ
ナ
ラ
ズ
︑
全
社
員
ノ
利
得
タ
レ
バ
︑
世
ノ
文
書
ニ
志
ア
ル
者
ハ
︑
相
ヒ
共
ニ
誘
導
シ
テ
加
入
ヲ
賜
ヘ
(
)

﹁
曩
ニ
脩
道
館
ニ
於
テ
此
業
ヲ
創
ム
ル
ア
ル
モ
﹂
と
脩
道
館
の
名
前
が
あ
が
っ
て
い
て
明
瞭
で
あ
る
が
︑
脩
道
館
事
業
の
濃
厚
な
影
響
が
こ
こ
に
見
て
取
れ
る
︒
こ
の
よ
う
な
冊
子
を
発
行
す
る
こ
と
自
体
︑
脩
道
館
に
範
を
取
っ
た
も
の
な
の
で
あ
る
が
︑
こ
の
前
文
の
内
容
︑
語
句
と
も
︑﹃
脩
道
館
書
籍
出
版
方
法
書
﹄
の
︑
模
倣
に
近
い
く
ら
い
の
強
い
影
響
下
に
あ
る
こ
と
は
一
目
瞭
然
で
あ
る
︒﹃
脩
道
館
書
籍
出
版
方
法
書
﹄
同
様
︑
こ
の
後
に
﹁
規
則
﹂
を
載
せ
る
が
︑
そ
れ
も
ほ
と
ん
ど
脩
道
館
の
も
の
と
同
様
で
︑
出
版
方
法
は
ま
っ
た
く
脩
道
館
の
そ
れ
を
な
ぞ
っ
た
も
の
で
あ
る
︒
長
く
な
る
の
で
引
用
は
控
え
る
が
︑﹃
長
野
県
近
代
出
版
文
化
の
成
立
﹄
に
全
文
引
用
さ
れ
て
い
る
の
で
そ
ち
ら
を
参
照
願
い
た
い
︒
さ
て
︑﹃
脩
道
館
事
務
雑
誌
﹄
は
第
三
号
︵
明
治
十
四
年
三
月
廿
八
日
発
行
︶
よ
り
﹁
脩
道
館
社
員
人
名
﹂
を
五
十
音
順
で
連
載
し
は
じ
め
る
︒
第
四
号
︵
明
治
十
四
年
四
月
廿
八
日
刊
行
︶
は
す
べ
て
こ
の
記
事
と
な
る
︒
予
約
出
版
に
お
け
る
社
員
名
簿
の
意
義
に
つ
い
て
は
︑
磯
部
敦
に
集
成
館
予
約
者
名
簿
﹃
一
話
一
言
月
刊
同
盟
現
員
表
﹄
を
用
い
た
分
析
が
あ
り
︑
こ
の
よ
う
な
名
簿
は
︑
内
情
を
公
開
し
︑
出
版
企
画
に
参
加
し
た
同
盟
員
︵
社
員
︶
の
︑
事
業
に
対
す
る
不
安
払
拭
の
機
能
を
果
た
す
べ
く
発
行
さ
れ
た
と
し
て
い
る
(
)
︒
	
﹃
脩
道
館
事
務
雑
誌
﹄
の
﹁
脩
道
館
社
員
人
名
﹂
も
同
様
で
あ
ろ
う
︒
こ
の
雑
誌
は
九
号
︵
明
治
十
六
年
三
月
十
五
日
刊
行
︶
ま
で
し
か
確
認
で
き
ず
︑﹁
脩
道
館
社
員
人
名
﹂
は
第
七
号
︵
明
治
十
四
年
十
二
月
廿
一
日
刊
行
︶︑﹁
ク
ノ
部
﹂
の
途
中
ま
で
で
終
わ
っ
て
い
る
が
︑
そ
こ
に
﹁
勝
山
末
吉
﹂
の
名
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
︒﹁
勝
山
末
吉
﹂
は
︑
す
な
わ
ち
共
益
社
時
代
か
ら
信
濃
出
版
会
社
運
営
の
中
心
的
役
割
を
演
じ
た
勝
山
忠
兵
衛
そ
の
人
で
あ
る
(
)
︒﹁
ク
ノ
部
﹂
以
後
の
名
簿
に
も
︑
共
益
社
︑
ま
た
信
濃
出
版
会
社
に
関
係
す
る
人
間


が
名
を
連
ね
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
が
︑
少
な
く
と
も
︑
中
心
に
な
る
一
人
は
︑
脩
道
館
の
社
員
と
し
て
︑
そ
の
事
業
を
生
々
し
く
認
識
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
︒
具
体
的
に
範
と
仰
ぐ
契
機
が
こ
こ
に
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
し
︑
脩
道
館
の
事
業
展
開
を
横
目
で
に
ら
み
な
が
ら
の
出
版
事
業
が
展
開
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
︒
﹃
共
益
社
活
版
広
告
﹄
は
︑﹃
脩
道
館
書
籍
出
版
方
法
書
﹄
同
様
︑
続
け
て
﹁
出
版
書
籍
概
目
並
ニ
三
千
名
予
算
表
﹂
を
記
載
す
る
︒
七
四
﹃
大
日
本
史
﹄﹃
四
声
玉
篇
和
訓
大
成
﹄
に
﹁
予
算
﹂
が
示
さ
れ
て
い
て
︑
こ
の
当
時
こ
の
二
書
が
最
優
先
候
補
で
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
が
︑
信
濃
出
版
会
社
と
な
っ
て
実
際
に
出
版
事
業
が
開
始
さ
れ
て
も
︑
こ
の
二
書
は
つ
い
に
出
版
の
対
象
と
は
な
ら
な
か
っ
た
︵
版
権
に
障
る
可
能
性
が
高
い
の
で
当
然
で
あ
る
が
︶︒
以
下
﹃
文
章
軌
範
﹄
等
十
二
点
が
あ
が
る
が
︑
こ
れ
ら
も
同
様
で
あ
る
︒﹁
信
濃
出
版
会
社
﹂
と
し
て
具
体
的
な
事
業
が
開
始
さ
れ
る
の
は
︑
後
ほ
ど
ま
た
触
れ
る
が
︑
翌
明
治
十
五
年
一
月
の
こ
と
で
あ
る
︒
そ
こ
に
至
る
ま
で
に
︑
独
自
の
路
線
︑
事
業
に
見
合
う
書
目
を
選
定
し
直
し
た
も
の
な
の
で
あ
ろ
う
︒
脩
道
館
出
版
開
始
さ
て
︑
脩
道
館
の
第
一
回
出
版
書
は
﹃
増
訂
史
記
評
林
﹄
で
あ
る
︒
三
次
に
分
け
て
発
行
さ
れ
︑
第
一
次
は
五
月
前
に
五
冊
︵
五
月
発
行
の
﹃
脩
道
館
事
務
雑
誌
﹄
第
五
号
に
﹁
初
回
ノ
史
記
既
ニ
配
達
ヲ
終
リ
候
﹂
と
あ
る
︶︑
第
二
次
は
十
冊
で
秋
こ
ろ
の
刊
行
の
よ
う
で
あ
る
︒
﹁
五
ヶ
月
ニ
シ
テ
落
成
ス
﹂
と
い
う
の
が
も
と
も
と
の
予
定
で
あ
っ
た
︵﹃
脩
道
館
書
籍
出
版
方
法
書
﹄︶
が
︑
そ
れ
か
ら
す
る
と
大
幅
な
遅
延
で
あ
る
︒﹃
脩
道
館
事
務
雑
誌
﹄
第
六
号
︵
明
治
十
四
年
九
月
発
行
︶
所
載
﹁
雑
記
﹂
に
次
の
よ
う
に
見
え
る
︒
○
史
記
落
成
時
限
大
ニ
遅
延
シ
候
訳
ハ
︑
初
度
見
積
リ
タ
ル
印
刷
ノ
部
数
ヨ
リ
幾
倍
ノ
数
ヲ
増
シ
候
而
已
ナ
ラ
ス
︑
元
来
活
版
ハ
通
例
必
用
ノ
文
字
ノ
ミ
ニ
候
処
︑
史
記
ノ
如
キ
ニ
至
テ
ハ
︑
古
文
字
等
ヲ
始
メ
︑
異
体
ノ
文
字
多
ク
︑
司
馬
相
如
列
伝
ノ
如
キ
尤
モ
其
冠
タ
ル
者
ナ
リ
︒
依
テ
新
彫
刻
ノ
文
字
種
類
史
記
全
部
中
ニ
テ
五
千
余
種
ヲ
新
刻
シ
︑
漸
ク
落
成
ニ
至
レ
リ
︒
最
早
史
記
ノ
文
字
全
備
セ
シ
以
上
ハ
︑
何
等
ノ
書
ト
雖
モ
文
字
ノ
種
類
ニ
多
分
ノ
差
支
無
之
︑
刊
行
ノ
速
成
掌
ヲ
指
ス
如
シ
︒
請
フ
十
八
史
略
論
語
等
ノ
刊
行
ヲ
以
テ
試
ミ
玉
ヘ
︒
予
約
者
の
増
加
に
よ
っ
て
部
数
の
目
算
が
大
幅
に
狂
っ
た
こ
と
と
︑
新
彫
を
要
す
る
異
体
字
の
多
さ
と
を
遅
延
の
主
な
理
由
と
し
て
あ
げ
て
い
る
︒信
濃
出
版
会
社
と
脩
道
館
︵
鈴
木
︶
七
五
第
三
次
十
二
冊
を
刊
行
し
て
満
備
す
る
の
で
あ
る
が
︑
こ
れ
も
す
ん
な
り
と
こ
と
は
運
ば
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
︒
刊
記
は
﹁
明
治
十
四
年
十
月
／
刊
行
／
大
阪
脩
道
館
﹂
と
な
っ
て
い
る
が
︑
配
送
は
十
二
月
に
ま
で
も
つ
れ
こ
む
︒
﹃
脩
道
館
事
務
雑
誌
﹄
第
六
号
︵
明
治
十
四
年
九
月
発
行
︶
所
載
﹁
雑
記
﹂
に
次
の
記
事
が
載
る
︒
○
史
記
三
回
目
延
逓
ノ
儀
ハ
刊
行
ノ
遅
延
セ
シ
訳
ニ
之
レ
ナ
ク
︑
本
館
ノ
訂
正
者
中
ノ
一
人
ナ
ル
大
郷
穆
君
俄
然
卒
去
致
サ
レ
︑
且
ツ
重
野
先
生
史
記
ノ
序
文
漸
ク
十
二
月
十
二
日
到
着
セ
リ
︒
既
ニ
先
々
月
中
︑
社
員
ヨ
リ
三
回
目
ノ
督
責
頻
々
タ
ル
ニ
付
︑
序
文
ノ
参
着
ヲ
待
タ
ス
製
本
致
ス
ヘ
キ
積
リ
ニ
テ
来
館
社
員
ヘ
談
ス
ル
毎
ニ
︑
何
レ
モ
少
々
延
期
ス
ル
モ
寧
ロ
序
文
ヲ
加
ヘ
十
全
ノ
物
ニ
致
ス
ヘ
キ
様
御
望
ニ
付
︑
各
位
御
同
意
ノ
事
ト
察
シ
︑
斯
ク
延
引
シ
候
ヘ
共
︑
本
月
中
ヨ
リ
逓
送
致
シ
候
也
︒
伊
地
知
貞
馨
と
と
も
に
本
書
の
加
点
︑
校
訂
作
業
を
し
て
い
た
大
郷
穆
の
急
死
と
序
文
原
稿
の
遅
延
が
原
因
と
の
こ
と
で
あ
る
︒
﹃
脩
道
館
事
務
雑
誌
﹄
第
一
号
に
﹁
校
正
﹂
と
題
し
て
次
の
よ
う
な
文
章
が
あ
る
︒
○
書
籍
ハ
各
自
ノ
読
ミ
癖
有
之
候
ニ
付
︑
訓
点
等
ハ
都
テ
大
家
先
生
ニ
ア
ラ
サ
レ
ハ
人
々
疑
義
ヲ
生
ス
ル
者
ニ
付
︑
今
般
本
館
ニ
テ
出
版
ス
ル
史
記
評
林
ハ
︑
当
時
ノ
大
儒
ニ
シ
テ
且
ツ
斯
文
学
会
文
学
部
ノ
一
人
ナ
ル
大
郷
穆
・
伊
地
知
貞
馨
両
氏
熟
議
シ
︑
尚
ホ
之
ヲ
或
ル
名
家
ト
協
議
ノ
上
訓
点
ヲ
附
セ
ラ
レ
候
議
ニ
付
︑
実
ニ
従
来
翻
刻
ノ
誤
謬
ヲ
正
シ
︑
真
正
ノ
書
籍
ト
相
成
候
也
︒
本
文
校
訂
と
付
訓
に
は
大
い
に
意
を
用
い
て
い
た
わ
け
で
︑﹃
脩
道
館
事
務
雑
誌
﹄
第
三
号
に
は
︑
大
郷
・
伊
地
知
両
名
﹁
熟
議
﹂
に
よ
る
﹁
点
付
凡
例
﹂
を
掲
載
し
て
社
員
に
そ
の
達
成
度
を
示
し
て
い
る
︒
﹃
増
訂
史
記
評
林
﹄
で
は
な
く
﹃
資
治
通
鑑
﹄
に
つ
い
て
で
あ
る
が
︑
明
治
十
五
年
二
月
二
十
八
日
付
で
︑
次
の
よ
う
な
新
聞
広
告
を
脩
道
館
は
出
す
︒
七
六
大
坂
脩
道
館
資
治
通
鑑
附
点
広
告
本
舘
甲
部
印
刷
部
に
て
既
に
着
手
せ
し
資
治
通
鑑
の
点
附
ハ
大
郷
穆
・
伊
地
知
貞
馨
両
君
の
筈
に
候
処
︑
大
郷
君
卒
去
被
致
候
後
︑
改
て
重
野
安
繹
先
生
の
校
閲
︑
岡
千
仭
先
生
の
訓
点
︑
中
村
敬
宇
先
生
の
序
文
と
相
成
居
候
に
付
︑
此
段
為
念
致
広
告
候
︒
且
本
館
乙
部
印
刷
の
書
籍
十
八
史
略
既
に
刊
行
を
終
り
︑
論
語
も
過
半
落
成
に
付
︑
続
て
発
兌
す
る
書
目
左
の
通
り
︒
体
裁
見
本
及
書
籍
決
算
金
等
ハ
本
館
雑
誌
を
以
て
報
知
す
へ
し
︒
唐
宋
詩
諄
全
部
春
秋
三
伝
校
本
左
氏
伝
ニ
公
羊
伝
穀
梁
伝
ヲ
附
ス
唐
宋
文
諄
全
部
文
章
軌
範
正
続
全
部
大
坂
中
ノ
島
六
丁
目
明
治
十
五
年
二
月
二
十
八
日
修
道
館
(
)

脩
道
館
の
大
き
な
売
り
物
の
一
つ
で
あ
っ
た
以
上
︑
こ
の
重
大
な
変
更
は
報
知
し
な
い
わ
け
に
は
い
か
な
か
っ
た
の
で
あ
る
︒
﹃
脩
道
館
事
務
雑
誌
﹄
第
一
号
に
は
﹁
校
正
﹂
に
続
け
て
﹁
校
合
﹂
の
条
が
あ
る
︒
○
幹
事
山
田
栄
造
始
メ
数
年
校
合
錬
磨
ノ
者
数
名
︑
各
々
手
ヲ
分
チ
校
合
仕
候
儀
ニ
付
︑
決
シ
テ
校
合
落
チ
等
致
サ
ス
候
得
共
︑
万
々
一
校
合
落
等
有
之
候
ハ
ヽ
︑
其
廉
御
照
会
ノ
上
︑
其
書
籍
御
返
却
相
成
度
︑
速
カ
ニ
予
算
金
御
返
却
可
申
候
也
︒
尾
題
下
に
﹁
校
合
山
田
栄
造
﹂
な
ど
と
特
記
し
た
書
籍
も
多
く
︑
細
心
の
注
意
を
も
っ
て
行
っ
た
﹁
校
合
﹂
に
は
︑
絶
対
の
自
信
を
も
っ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
︒
さ
ら
に
脩
道
館
の
出
版
書
の
大
き
な
特
色
と
し
て
︑
そ
の
印
刷
の
美
し
さ
と
仕
立
て
の
精
良
と
が
あ
げ
ら
れ
よ
う
︒
こ
の
﹃
増
訂
史
記
信
濃
出
版
会
社
と
脩
道
館
︵
鈴
木
︶
七
七
評
林
﹄
も
大
本
の
堂
々
と
し
た
体
裁
で
︑
全
部
は
︑
巻
首
二
巻
二
冊
︑
百
三
十
巻
二
十
五
冊
の
大
部
の
も
の
で
あ
る
︒
三
回
に
分
け
て
の
刊
行
で
あ
っ
た
が
︑
造
本
す
べ
て
が
か
っ
ち
り
と
揃
っ
て
い
て
気
持
ち
が
よ
い
︒﹁
脩
道
館
﹂
の
文
字
を
艶
出
し
に
し
た
縹
色
の
表
紙
も
風
格
が
あ
る
︒
﹁
校
正
﹂﹁
校
合
﹂
の
条
に
続
け
て
次
の
三
条
が
備
わ
る
︒
印
刷
○
印
刷
ハ
活
版
用
イ
ン
キ
ノ
善
良
品
ヲ
用
ヒ
︑
印
刷
者
ハ
数
年
老
練
ノ
者
注
意
ノ
上
尚
ホ
注
意
ヲ
加
ヘ
刊
行
致
居
候
ニ
付
︑
諸
君
印
刷
方
ノ
御
不
足
無
之
儀
ハ
固
ク
請
合
申
候
也
︒
用
紙
○
書
籍
ハ
後
世
ニ
保
存
ス
ル
者
ナ
レ
ハ
︑
用
紙
最
モ
注
意
セ
サ
ル
ヘ
カ
ラ
ス
︒
故
ニ
善
良
ノ
紙
質
ヲ
用
ヒ
ン
ト
欲
シ
︑
是
カ
為
メ
社
員
昨
年
中
土
佐
国
高
知
ヘ
参
リ
種
々
取
調
ヘ
候
上
︑
別
途
ニ
製
造
ノ
手
段
ヲ
謀
リ
居
候
得
共
︑
目
下
ノ
用
ニ
供
シ
難
ク
︑
只
今
刊
行
ノ
用
紙
ハ
臨
時
買
入
ノ
品
ニ
候
得
共
︑
最
モ
精
撰
相
用
ヒ
居
候
也
︒
製
本
○
製
本
ハ
ろ
印
ノ
糸
ヲ
以
テ
甲
州
綴
ニ
シ
︑
表
紙
ハ
青
色
ヲ
用
ヒ
寸
法
ヲ
定
メ
テ
裁
断
シ
候
故
ヘ
︑
決
シ
テ
製
本
員
幅
ノ
差
異
無
之
ニ
付
︑
数
回
ニ
分
チ
配
達
ス
ル
ト
雖
ト
モ
書
籍
ノ
大
小
等
無
之
候
也
︒
右
之
通
ニ
テ
ハ
悉
ク
善
良
而
已
ニ
シ
テ
何
ヲ
以
テ
予
算
ノ
価
格
ニ
適
セ
ン
ヤ
ト
御
怪
ミ
ノ
方
モ
可
有
之
候
得
共
︑
活
版
ハ
字
画
方
正
ナ
ル
故
ヲ
以
テ
一
葉
ノ
紙
上
ニ
文
字
ノ
填
数
多
ク
シ
テ
自
然
全
部
ノ
紙
数
ハ
旧
本
ヨ
リ
迥
ニ
減
シ
候
ニ
付
︑
此
減
紙
数
価
格
ハ
右
ノ
印
刷
紙
質
等
ノ
注
意
善
良
ナ
ル
ノ
部
ヘ
移
債
仕
候
也
︒
﹃
修
道
館
事
務
雑
誌
﹄
第
一
号
﹁
脩
道
館
創
立
起
源
﹂
に
﹁
明
治
四
年
始
テ
東
京
神
田
淡
路
町
弐
丁
目
ニ
於
テ
国
文
社
ト
称
ス
ル
活
版
七
八
所
ヲ
開
設
シ
︑
従
事
ス
ル
七
年
︑
大
ニ
活
版
ノ
妙
処
ヲ
得
ル
コ
ト
ア
リ
﹂
と
あ
る
よ
う
に
︑
脩
道
館
幹
事
山
田
栄
造
は
︑
明
治
五
年
開
業
の
印
刷
・
製
本
会
社
国
文
社
に
創
立
時
か
ら
深
く
関
わ
っ
て
い
た
人
間
で
あ
っ
た
︒
同
社
は
︑
独
自
設
計
の
端
正
な
活
字
を
用
い
た
美
麗
な
印
刷
を
も
っ
て
評
価
の
高
か
っ
た
会
社
で
あ
る
︒
そ
こ
で
得
た
﹁
活
版
ノ
妙
処
﹂
に
よ
る
端
正
・
美
麗
な
本
作
り
が
脩
道
館
の
売
り
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
︒﹃
脩
道
館
事
務
雑
誌
﹄
第
八
号
︵
十
五
年
六
月
︶
に
は
︑﹁
書
籍
ヲ
善
美
ナ
ラ
シ
メ
ン
カ
為
メ
﹂﹁
改
正
﹂
し
た
﹁
館
製
﹂
活
字
と
﹁
他
製
﹂
の
も
の
を
並
べ
て
︑
そ
の
﹁
善
美
﹂
を
示
し
た
り
も
し
て
い
る
︒
山
田
に
と
っ
て
﹁
活
版
﹂
と
は
︑
印
刷
の
単
な
る
一
方
法
に
と
ど
ま
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
︒﹁
活
版
ノ
道
﹂︵﹁
脩
道
館
創
立
起
源
﹂︶
と
自
ら
い
う
よ
う
に
︑﹁
志
﹂
と
強
固
に
結
び
つ
く
も
の
で
あ
っ
た
︒
そ
し
て
︑
書
籍
は
﹁
志
﹂
の
具
現
化
さ
れ
た
形
︑
表
象
で
あ
っ
た
︒
﹁
善
美
﹂
な
ら
ざ
る
を
え
な
い
︒
さ
て
︑
架
蔵
の
﹃
増
訂
史
記
評
林
﹄
に
は
︑
書
籍
送
料
の
請
求
書
が
挟
み
込
ま
れ
て
い
た
︒
活
版
印
刷
で
︑
金
額
と
宛
名
の
み
が
墨
書
で
あ
る
︒
記
一
金
拾
七
銭
五
厘
運
送
費
本
館
ニ
而
立
替
分
一
金
弐
銭
壱
回
五
冊
一
金
六
銭
弐
回
拾
冊
一
金
九
銭
五
厘
三
回
拾
弐
冊
但
史
記
評
林
合
本
弐
拾
七
冊
全
部
右
之
通
ニ
付
︑
此
状
御
落
握
之
上
ハ
御
送
金
被
下
度
︑
尤
此
内
既
ニ
配
達
所
等
エ
御
払
済
之
分
ハ
乍
御
手
数
何
回
分
逓
送
費
金
何
程
某
エ
渡
ス
云
云
御
記
載
御
回
送
被
成
下
度
候
也
月
日
大
坂
中
之
島
六
丁
目
脩
道
館
﹇
印
﹈
信
濃
出
版
会
社
と
脩
道
館
︵
鈴
木
︶
七
九
中
野
弥
三
郎
様
﹁
運
送
費
﹂
は
︑
大
部
な
わ
り
に
低
廉
で
あ
る
︒
脩
道
館
の
書
籍
配
送
方
法
に
つ
い
て
は
︑﹃
脩
道
館
事
務
雑
誌
﹄
第
二
号
︵
明
治
十
四
年
二
月
︶
の
﹁
配
達
所
規
則
﹂
全
七
条
に
詳
し
い
︒
簡
単
に
ま
と
め
る
と
︑﹁
配
達
所
﹂
と
し
て
指
定
し
た
全
国
の
国
立
銀
行
に
ま
と
め
て
配
送
︑
予
約
者
は
最
寄
り
の
﹁
配
達
所
﹂
に
て
﹁
領
収
ノ
証
券
﹂︵
書
籍
代
価
の
半
額
の
請
取
証
︶
を
呈
示
し
て
書
籍
を
受
け
取
り
︑﹁
運
賃
﹂
を
支
払
う
の
で
あ
る
︒﹁
配
達
所
﹂
を
設
け
た
の
は
そ
の
﹁
運
賃
﹂︵
運
送
費
︶
を
な
る
べ
く
安
く
す
る
た
め
の
工
夫
で
あ
っ
た
︒
数
百
部
取
り
ま
と
め
て
配
達
所
へ
送
付
︑
そ
の
運
送
料
を
部
数
で
割
っ
て
の
送
料
な
の
で
あ
る
︒
配
達
所
に
つ
い
て
は
︑
三
月
発
行
﹃
脩
道
館
事
務
雑
誌
﹄
第
三
号
に
︑
国
立
銀
行
以
外
に
も
︑
越
後
長
岡
の
目
黒
十
郎
な
ど
の
書
店
や
銀
行
社
員
な
ど
多
く
の
場
所
が
指
定
さ
れ
て
い
る
︒
な
お
︑
近
隣
に
引
き
取
り
に
行
け
る
よ
う
な
配
達
所
が
な
い
地
方
の
場
合
に
は
︑
脩
道
館
か
ら
直
接
︑
船
便
か
陸
運
︑
よ
り
安
い
方
法
を
も
っ
て
送
付
︑
そ
の
際
舘
が
立
て
替
え
た
送
料
実
費
を
事
後
返
済
す
る
こ
と
に
な
る
︒
北
海
道
立
文
書
館
十
文
字
家
文
書
に
同
様
の
運
賃
請
求
書
が
残
る
︵
︶︒
宮
城
県
遠
田
郡
涌
谷
ま
で
陸
前
松
島
駅
内
国
通
運
会
社
継
立
て
に
よ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
が
︑
第
一
B
44/1420
回
六
円
︑
第
二
回
十
五
円
︑
第
三
回
十
八
円
︑
都
合
三
十
九
円
と
な
っ
て
い
る
︒
一
部
だ
け
で
は
な
さ
そ
う
で
あ
る
が
︑
そ
れ
に
し
て
も
か
な
り
の
高
額
で
あ
る
︒
逆
に
い
え
ば
︑﹁
配
達
所
﹂
の
整
備
は
︑
画
期
的
な
方
法
と
い
う
こ
と
に
な
る
︒
ま
た
︑
本
人
は
も
ち
ろ
ん
︑
親
戚
や
取
引
先
が
府
下
に
あ
る
場
合
︑
脩
道
館
で
の
直
接
受
け
渡
し
を
行
っ
た
り
す
る
な
ど
︑
運
送
方
法
に
つ
い
て
個
別
の
対
応
を
行
う
こ
と
を
う
た
っ
て
い
る
︒
か
な
り
煩
瑣
な
事
務
処
理
が
推
測
さ
れ
る
︒
労
力
の
か
な
り
の
部
分
を
こ
こ
に
割
か
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
︒
脩
道
館
は
︑
こ
れ
ま
で
の
仮
事
務
所
を
廃
し
︑
中
之
島
六
丁
目
八
番
地
の
筑
前
侯
旧
邸
を
購
入
し
︑
こ
の
年
末
︑
西
区
靱
南
通
三
丁
目
か
ら
移
転
す
る
︒
十
二
月
発
行
﹃
脩
道
館
事
務
雑
誌
﹄
第
七
号
﹁
脩
道
館
事
務
報
告
﹂
に
次
の
よ
う
に
見
え
る
︒
悠
久
物
ヲ
ナ
ス
ト
信
ナ
ル
哉
︒
此
言
ヤ
︑
本
館
創
業
以
還
日
浅
フ
シ
テ
事
ト
充
分
ナ
ル
能
ハ
ス
︑
社
員
ノ
督
促
ヲ
来
ス
ノ
原
因
ヲ
尋
八
〇
ヌ
ル
ニ
︑
役
員
ノ
不
勤
ニ
非
ス
︑
職
工
ノ
怠
惰
ニ
非
ス
︑
品
物
ノ
不
足
ニ
非
ス
︑
作
業
ノ
順
次
ヲ
顛
倒
ス
ル
ニ
非
ス
︑
而
シ
テ
督
責
ヲ
来
ス
ハ
何
ソ
ヤ
︒
他
ナ
シ
︒
創
業
ノ
際
刊
行
着
手
ヲ
急
ク
ヨ
リ
︑
事
務
所
︑
印
刷
所
︑
製
本
所
︑
用
紙
扱
所
︑
配
達
所
︑
等
都
テ
諸
所
ニ
仮
設
セ
シ
故
ヘ
︑
百
事
ノ
作
業
︑
往
復
ノ
不
便
︑
自
ラ
遅
緩
ニ
渉
リ
︑
徒
ラ
ニ
心
思
ヲ
労
シ
候
ニ
付
︑
史
記
ノ
刊
行
ヲ
終
フ
ル
ヲ
俟
チ
︑
本
館
ヲ
営
ン
ト
欲
セ
シ
処
︑
幸
ヒ
当
府
下
中
ノ
島
六
丁
目
八
番
地
筑
前
侯
ノ
旧
邸
全
部
ヲ
購
求
セ
シ
故
︑
先
般
ヨ
リ
営
繕
ニ
着
手
シ
︑
既
ニ
過
半
落
成
ニ
付
︑
諸
所
ノ
仮
事
務
所
等
ヲ
一
邸
ニ
取
纏
メ
︑
脩
道
館
ノ
本
部
ト
シ
︑
往
日
ノ
不
便
ニ
反
シ
至
便
ニ
帰
シ
︑
従
来
ノ
事
務
ニ
幾
倍
ノ
速
力
ヲ
増
シ
︑
心
腹
ノ
四
肢
ヲ
役
ス
ル
如
ク
ナ
ル
ヲ
信
ス
︒︵
下
略
︶
本
部
設
置
に
よ
っ
て
業
務
は
大
い
に
改
善
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
︒
明
治
十
五
︵
一
八
八
二
︶
年
脩
道
館
の
出
版
事
業
﹃
増
註
補
論
十
八
史
略
読
本
﹄
が
日
の
目
を
見
る
︒
大
本
七
巻
七
冊
︑
刊
記
は
﹁
明
治
十
四
年
十
月
廿
五
日
版
権
免
許
定
価
金
八
十
五
銭
／
同
十
五
年
一
月
出
版
／
編
輯
人
故
人
大
郷
穆
東
京
麹
町
区
富
士
見
町
五
丁
目
十
六
番
地
／
出
版
脩
道
館
大
阪
府
北
区
中
ノ
島
六
丁
目
九
番
地
﹂
と
な
っ
て
い
る
︒前
年
十
二
月
発
行
﹃
脩
道
館
事
務
雑
誌
﹄
第
七
号
の
﹁
雑
記
﹂
記
事
に
︑
○
既
ニ
印
刷
セ
シ
書
類
ハ
都
テ
本
館
自
製
ノ
活
字
ヲ
用
ユ
ヘ
キ
ノ
処
︑
着
手
ノ
急
ナ
ル
ニ
ヨ
リ
︑
已
ム
ヲ
得
ス
他
製
ノ
鉛
版
ヲ
買
入
使
用
セ
シ
処
︑
信
濃
出
版
会
社
と
脩
道
館
︵
鈴
木
︶
八
一
磨
滅
ノ
速
ニ
シ
テ
自
ラ
印
刷
ノ
美
ヲ
致
ス
ヲ
得
ス
候
処
︑
頃
日
漸
ク
自
製
ノ
活
版
整
頓
ヲ
遂
候
ニ
付
︑
目
今
印
刷
ス
ル
十
八
史
略
ハ
︑
先
刊
行
ノ
分
ト
天
淵
ノ
差
ヲ
生
シ
居
候
間
︑
追
テ
到
達
ノ
上
御
比
較
ヲ
乞
フ
︒
と
︑
そ
の
印
刷
の
精
良
を
予
告
し
て
い
る
︒
同
﹁
雑
記
﹂
に
﹁
来
ル
一
月
中
ニ
ハ
相
違
ナ
ク
逓
送
致
シ
候
間
︑
暫
時
御
猶
予
ヲ
乞
フ
﹂
と
あ
り
︑
こ
れ
に
つ
い
て
は
︑
ま
ず
ま
ず
順
調
に
事
が
運
ん
だ
も
の
と
思
わ
れ
る
︒
﹃
修
道
館
事
務
雑
誌
﹄
は
第
八
号
が
六
月
に
発
行
さ
れ
て
い
る
︒
そ
の
﹁
脩
道
館
事
務
報
告
﹂
に
﹁
当
春
以
来
唯
舘
業
ノ
繁
忙
ナ
ル
ノ
ミ
ニ
シ
テ
︑
社
員
ニ
報
ス
ル
要
件
モ
之
レ
ナ
ク
ニ
付
︑
久
シ
ク
雑
誌
発
行
ヲ
見
合
セ
候
処
︑
十
八
史
略
モ
既
ニ
配
達
ヲ
終
リ
︑
目
今
論
語
ノ
逓
送
ニ
専
ラ
従
事
シ
候
内
︑
通
鑑
モ
本
月
ヨ
リ
製
本
ニ
着
手
セ
シ
ニ
付
︑
兼
テ
新
聞
ヲ
以
テ
報
告
セ
シ
左
伝
但
シ
毎
伝
末
ニ
公
羊
穀
梁
ノ
二
伝
ヲ
附
ス
ル
書
︑
文
章
軌
範
︑
唐
宋
詩
諄
︑
唐
宋
文
諄
︑
欽
定
四
書
解
義
論
語
ハ
既
ニ
刊
行
ヲ
終
リ
候
ニ
付
︑
大
学
中
庸
孟
子
等
ノ
諸
書
ヲ
印
刷
セ
ン
ト
欲
セ
シ
処
﹂
と
あ
っ
て
︑﹃
康熙
欽
定
四
書
解
義
﹄
の
う
ち
﹁
論
語
﹂
は
出
来
し
逓
送
中
で
あ
る
︒
巻
六
に
付
さ
れ
た
刊
記
に
は
﹁
明
治
十
三
年
十
月
十
六
日
版
権
免
許
定
価
金
八
十
銭
／
同
十
五
年
五
月
出
版
御
届
／
編
輯
人
故
人
大
郷
穆
東
京
麹
町
区
富
士
見
町
五
丁
目
十
六
番
地
／
出
版
脩
道
館
大
阪
府
北
区
中
ノ
島
六
丁
目
九
番
地
﹂
と
あ
る
︒
北
海
道
立
文
書
館
所
蔵
十
文
字
家
文
書
﹁
大
阪
脩
道
館
発
行
書
籍
購
入
関
係
書
類
﹂︵
︶
に
次
の
よ
う
な
領
収
書
が
残
っ
て
B
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い
る
︒
号
数
︑
月
日
の
数
字
と
宛
名
の
み
墨
書
で
あ
る
︒
証
第
四
〇
九
一
号
一
金
八
拾
銭
也
四
書
解
義
ノ
中
論
語
中
本
六
冊
出
来
決
算
金
全
額
右
ハ
於
本
館
致
出
版
候
論
語
御
注
文
ニ
付
テ
ハ
右
出
来
決
算
金
御
差
送
被
成
正
ニ
受
取
候
也
明
治
十
四
年
十
二
月
十
四
日
脩
道
館
幹
事
山
田
栄
造
﹇
印
﹈
脩
道
館
﹇
印
﹈
八
二
十
文
字
龍
助
殿
こ
の
欄
外
に
﹁
十
二
月
廿
六
日
収
手
﹂
と
書
き
入
れ
が
あ
っ
て
︑
こ
の
よ
う
に
十
四
年
内
に
入
手
で
き
た
者
も
い
た
よ
う
で
あ
る
︒
﹃
資
治
通
鑑
﹄
も
月
中
に
製
本
に
取
り
か
か
れ
る
段
取
り
︑
予
定
書
目
の
出
版
に
次
々
着
手
し
よ
う
と
い
う
と
こ
ろ
ら
し
い
︒
事
業
は
順
調
で
あ
る
︒
同
雑
誌
の
﹁
雑
記
﹂
に
︑
○
社
員
諸
君
眷
顧
ノ
厚
キ
ヨ
リ
シ
テ
館
業
日
一
日
ニ
整
ヒ
候
ニ
付
︑
此
幸
福
ヲ
衆
ト
共
ニ
セ
ン
ト
欲
ス
ル
ノ
道
百
方
ア
リ
ト
雖
ト
モ
︑
我
輩
ノ
嘗
テ
履
践
セ
シ
処
ヲ
以
テ
試
ル
ニ
︑
貧
シ
ク
シ
テ
学
ニ
就
ク
能
ス
︑
書
籍
ノ
希
亡
ニ
シ
テ
見
聞
ヲ
博
フ
ス
ル
能
サ
ル
ヲ
以
テ
一
大
遺
憾
ト
ス
︒
故
ニ
今
般
貧
困
ニ
シ
テ
学
問
ニ
従
事
ス
ル
能
ハ
ス
︑
且
書
籍
ノ
希
亡
ヲ
歎
ク
ノ
生
徒
百
名
ヲ
限
リ
︑
館
費
ヲ
以
テ
修
業
為
致
︑
傍
ラ
活
版
ノ
職
業
ヲ
教
ヘ
︑
異
日
生
産
ヲ
治
ム
ル
ノ
一
助
ニ
至
ル
ヲ
欲
ス
︒
故
ニ
我
社
員
ノ
諸
君
︑
御
知
音
中
身
体
健
康
性
質
篤
厚
ニ
シ
テ
能
ク
勉
ム
ル
モ
ノ
︑
資
本
ノ
為
メ
学
事
ニ
従
事
シ
難
キ
モ
ノ
ア
ラ
ハ
御
照
会
被
下
度
︑
就
テ
ハ
左
ニ
館
費
就
学
ノ
方
法
ヲ
掲
ケ
候
ニ
付
︑
望
ノ
仁
ヘ
御
示
シ
ヲ
乞
フ
︒
と
し
て
︑﹁
館
費
就
学
生
徒
方
法
﹂
を
掲
げ
て
い
る
︒
書
籍
の
僅
少
と
高
価
は
︑
山
田
が
本
事
業
を
思
い
立
つ
大
き
な
動
機
で
あ
っ
た
︒
そ
し
て
︑
脩
道
館
の
事
業
は
︑
順
調
に
滑
り
出
し
て
い
く
感
の
あ
っ
た
こ
の
時
期
に
︑﹁
志
﹂
の
さ
ら
な
る
実
践
を
含
み
こ
ん
だ
も
の
に
広
が
る
気
配
を
見
せ
て
い
た
の
で
あ
る
︒﹁
館
費
就
学
生
徒
方
法
﹂
に
よ
る
と
︑﹁
館
業
時
間
外
教
示
科
目
﹂︵
午
後
四
時
か
ら
十
一
時
︶
は
︑
漢
籍
の
素
読
・
講
義
・
輪
講
と
習
字
・
和
算
︑﹁
館
業
時
間
内
教
示
科
目
﹂︵
午
前
六
時
か
ら
午
後
三
時
︶
は
︑
活
版
鋳
造
業
・﹁
電
気
ヲ
以
テ
品
物
ヲ
製
ス
ル
業
﹂・
活
版
植
字
業
・
活
版
印
刷
業
・
製
本
業
が
指
定
さ
れ
て
い
る
︒
漢
学
振
興
の
た
め
の
教
育
︑
後
継
確
保
の
た
め
の
﹁
活
版
ノ
道
﹂
の
教
育
︑
両
者
は
同
じ
の
﹁
志
﹂
か
ら
発
す
る
も
の
で
あ
り
︑
館
の
出
版
事
業
に
も
し
っ
く
り
馴
染
む
も
の
と
し
て
発
想
さ
れ
た
︒
事
業
を
膨
ら
ま
せ
て
さ
ら
な
る
﹁
志
﹂
実
現
を
夢
見
る
余
裕
が
確
実
に
こ
信
濃
出
版
会
社
と
脩
道
館
︵
鈴
木
︶
八
三
の
時
期
に
は
あ
っ
た
の
で
あ
る
︒
し
か
し
︑
そ
の
将
来
に
落
と
す
影
が
︑
も
う
こ
の
時
点
で
も
兆
し
始
め
て
い
た
︒
同
雑
誌
に
﹁
寓
言
﹂
と
題
す
る
長
文
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
︒抑
吾
曹
ノ
此
ノ
業
ヲ
企
ツ
ル
ヤ
︑
学
事
ニ
従
事
ス
ル
我
館
ノ
生
徒
︑
書
籍
ノ
不
廉
ニ
シ
テ
得
難
ク
︑
誤
謬
ノ
多
ク
シ
テ
解
シ
難
キ
ヨ
リ
千
思
万
慮
︑
之
カ
方
法
ヲ
案
シ
︑
天
下
ノ
広
キ
同
憂
ノ
諸
君
ア
ラ
ン
コ
ト
ヲ
察
シ
︑
試
ニ
方
法
書
ヲ
製
シ
遠
近
ヲ
問
ハ
ス
︑
遐
邇
ヲ
論
セ
ス
遍
ク
諸
君
ニ
呈
セ
シ
処
︑
望
外
ノ
左
袒
ヲ
得
タ
リ
︒
因
ツ
テ
考
フ
ル
ニ
︑
斯
ク
多
数
ノ
社
員
ヲ
来
ス
ト
キ
ハ
何
等
ノ
書
籍
ト
雖
ト
モ
軽
易
ニ
出
来
ス
ヘ
シ
ト
︒
故
ニ
大
家
浩
閣
ノ
聞
ヘ
ア
ル
諸
君
ニ
計
リ
︑
校
閲
訂
正
ヲ
乞
ヒ
︑
従
来
ノ
誤
謬
ヲ
正
シ
︑
純
ノ
純
ナ
ル
書
籍
ヲ
製
シ
︑
名
誉
ノ
一
点
ニ
熱
心
ス
ル
ヨ
リ
外
カ
意
ナ
シ
︒
こ
れ
ま
で
見
て
き
た
よ
う
に
︑
漢
学
の
普
及
︑
そ
の
た
め
の
低
廉
な
書
籍
出
版
と
い
う
﹁
志
﹂
か
ら
発
し
た
事
業
で
あ
り
︑
ま
た
そ
れ
を
実
現
す
る
た
め
に
編
み
出
し
た
方
法
で
あ
っ
た
︒
そ
の
﹁
志
﹂
を
共
有
し
う
る
﹁
同
憂
ノ
諸
君
﹂
を
同
志
と
し
て
得
て
︑﹁
純
ノ
純
ナ
ル
書
籍
﹂
の
発
行
に
こ
ぎ
着
け
た
の
で
あ
っ
た
︒
然
ル
ニ
我
社
員
ノ
多
ク
シ
テ
刊
行
書
籍
ノ
夥
シ
キ
︑
之
ヲ
見
ル
者
聞
ク
モ
ノ
愕
ト
シ
テ
歎
セ
サ
ル
ナ
シ
︒
是
ニ
於
テ
我
方
法
ヲ
模
擬
シ
︑
彼
ノ
銀
時
計
ノ
下
格
ヲ
唱
ヘ
︑
又
ハ
金
時
計
ヲ
指
シ
テ
︹
ア
ル
ミ
︺
ト
誣
ヒ
︑
強
奪
ヲ
企
ツ
ル
者
ア
リ
︒
脩
道
館
事
業
の
順
調
を
見
て
︑
そ
の
方
法
を
模
倣
す
る
だ
け
で
は
な
く
︑
自
ら
に
益
す
る
よ
う
に
脩
道
館
の
出
版
物
の
品
位
を
お
と
し
め
る
広
告
を
す
る
よ
う
な
輩
が
出
現
し
て
き
た
と
い
う
の
で
あ
る
︒
山
田
の
論
調
は
か
な
り
エ
キ
セ
ン
ト
リ
ッ
ク
に
な
る
︒
夫
レ
事
ヲ
新
ニ
起
ス
モ
ノ
ハ
︑
千
万
ノ
心
ヲ
苦
メ
︑
億
兆
ノ
身
体
ヲ
労
シ
︑
許
多
ノ
資
金
ヲ
抛
チ
︑
僅
ニ
其
功
ヲ
奏
ス
ル
モ
ノ
ナ
八
四
リ
︒
贋
造
者
ハ
新
起
ノ
卓
議
ナ
ク
︑
人
ノ
興
敗
ヲ
窺
ヒ
︑
首
鼠
両
端
ヲ
抱
キ
︑
心
志
ノ
苦
ミ
ナ
ク
︑
身
体
ノ
労
ナ
ク
︑
資
金
ノ
費
ナ
ク
︑
壟
断
ニ
坐
シ
テ
先
輩
ヲ
訐
キ
︑
恬
ト
シ
テ
恥
ル
ノ
心
ナ
ク
︑
徒
ラ
ニ
広
告
ト
去
声
ト
ノ
両
端
ニ
黽
勉
シ
︑
頑
ト
シ
テ
利
ヲ
得
ル
ノ
一
点
ヲ
目
的
ト
ス
︒
醜
又
醜
ナ
ラ
ス
ヤ
︒
彼
ノ
臂
ヲ
戻
シ
食
ヲ
索
ム
ル
者
ト
一
般
ナ
リ
︒
脩
道
館
同
様
の
方
法
と
さ
ら
に
低
廉
な
価
格
を
う
た
う
あ
ざ
と
い
新
聞
広
告
が
出
現
し
て
き
て
い
る
の
で
あ
る
︒﹁
志
﹂
と
は
無
縁
の
︑
﹁
利
﹂
を
求
め
る
だ
け
の
模
倣
者
へ
の
憤
り
を
隠
さ
な
い
︒
同
雑
誌
に
︑
館
費
就
学
生
募
集
の
公
告
を
掲
載
し
て
い
る
の
も
︑
こ
と
に
よ
る
と
︑
追
随
者
と
は
異
な
る
自
ら
の
﹁
志
﹂
を
明
確
に
表
明
し
た
か
っ
た
か
ら
か
も
し
れ
な
い
︒
本
館
ニ
テ
史
記
ヲ
刊
ス
レ
ハ
亦
史
記
ヲ
刊
ス
ル
者
ア
リ
︒
本
館
ニ
テ
通
鑑
ヲ
刷
ス
レ
ハ
亦
通
鑑
ヲ
刷
ス
ル
者
ア
リ
︒
天
下
書
籍
ノ
多
キ
︑
豈
ニ
史
記
ト
通
鑑
ト
ノ
ミ
ナ
ラ
ン
ヤ
︒
人
ノ
糟
粕
ヲ
甘
ス
ル
ノ
野
心
ヲ
捨
テ
︑
甲
者
熊
掌
ヲ
啖
ヘ
ハ
︑
乙
者
ハ
魚
ヲ
喰
ヒ
︑
甲
者
鶏
ヲ
啗
ヘ
ハ
︑
乙
者
豚
ヲ
味
フ
ノ
意
ア
ラ
ハ
︑
尚
ホ
可
ナ
リ
︒
頃
日
我
館
ト
同
方
法
ヲ
以
テ
社
員
ヲ
募
リ
︑
通
鑑
ノ
代
価
ヲ
掲
ク
ル
者
数
名
ア
リ
︒
或
者
ハ
弐
拾
弐
円
ト
題
シ
︑
或
者
ハ
十
七
円
ト
称
シ
︑
或
者
ハ
拾
三
円
ト
唱
ヘ
︒
終
ニ
九
円
ヨ
リ
七
円
ニ
至
レ
リ
︒
今
一
ノ
虚
○
者
ア
ラ
ハ
︑
五
円
ヨ
リ
三
円
ニ
至
ル
モ
尚
ホ
計
ル
ヘ
カ
ラ
ス
︒
一
路
に
三
車
の
譬
え
の
ご
と
く
︑
同
一
の
タ
イ
ト
ル
に
競
合
が
起
こ
り
︑
価
格
競
争
が
始
ま
っ
て
い
く
︒﹃
資
治
通
鑑
﹄
に
つ
い
て
は
︑
報
告
社
と
鳳
文
館
︑
ま
た
東
京
印
刷
会
社
が
脩
道
館
同
様
予
約
者
を
募
り
始
め
て
い
た
︒
東
京
印
刷
会
社
は
﹃
史
記
評
林
﹄
出
版
も
広
告
し
て
お
り
︑
他
に
も
明
十
四
出
版
社
な
ど
数
社
が
こ
れ
を
手
掛
け
よ
う
と
し
て
い
る
︒
﹃
佩
文
韻
符
﹄
は
報
告
社
が
四
十
八
円
に
て
予
約
を
募
っ
て
い
た
が
︑
お
そ
ら
く
こ
れ
に
つ
い
て
︑﹁
抑
韻
府
ハ
大
部
中
ノ
最
大
部
ニ
シ
テ
︑
古
来
和
版
ト
ナ
リ
シ
事
ナ
シ
︒
然
ル
ニ
言
ヲ
軽
易
ニ
シ
︑
柱
ニ
膠
ス
ル
ノ
訕
ヲ
省
ス
︒
斯
ル
大
部
ノ
書
ヲ
容
易
ニ
刊
行
ス
ト
唱
フ
ル
者
ア
ル
由
︑
若
シ
全
ク
落
成
セ
ハ
︑
吾
曹
三
舎
ヲ
避
ル
ノ
ミ
ナ
ラ
ス
︑
其
名
誉
ヲ
称
揚
ス
ヘ
シ
︒
併
シ
一
ヶ
年
ヲ
俟
テ
成
功
ニ
至
ラ
ス
ン
ハ
︑
吾
曹
代
ツ
テ
其
功
ヲ
奏
セ
ン
ト
欲
ス
﹂
と
︑
山
田
は
息
巻
い
て
み
せ
る
︒
信
濃
出
版
会
社
と
脩
道
館
︵
鈴
木
︶
八
五
脩
道
館
の
事
業
の
画
期
性
は
︑
早
く
も
他
社
の
同
様
の
企
画
の
中
に
埋
も
れ
て
際
だ
た
な
く
な
っ
て
い
く
の
で
あ
る
(
)
︒

共
益
社
か
ら
信
濃
出
版
会
社
へ
一
方
︑﹁
共
益
社
﹂
と
し
て
池
田
町
に
発
足
し
た
印
刷
・
出
版
結
社
は
︑
そ
の
ま
ま
事
業
を
開
始
し
た
わ
け
で
は
な
い
︒
ど
の
よ
う
な
い
き
さ
つ
が
あ
っ
た
の
か
わ
か
ら
な
い
が
︑
事
業
内
容
を
改
め
る
と
と
も
に
名
称
を
変
更
し
︑﹁
信
濃
出
版
会
社
﹂
と
し
て
事
業
を
継
続
す
る
こ
と
に
な
る
︒
明
治
十
六
年
三
月
十
五
日
発
行
の
﹃
信
濃
出
版
会
社
事
務
報
告
書
第
一
回
﹄
は
︑
信
濃
出
版
会
社
と
し
て
再
出
発
し
た
こ
の
結
社
が
︑
社
員
に
向
け
て
︑
ま
た
社
員
募
集
の
た
め
に
︑﹃
三
楠
実
録
﹄
の
刷
見
本
を
添
え
て
発
行
し
た
も
の
で
あ
る
︒
こ
の
よ
う
な
冊
子
を
発
行
し
て
信
頼
を
つ
な
ぎ
止
め
る
こ
と
︑
事
業
の
維
持
を
図
る
こ
と
も
︑
脩
道
館
に
な
ら
っ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
︑
そ
の
冊
子
の
名
称
か
ら
も
明
白
で
あ
る
︒
ま
ず
冒
頭
﹁
事
業
ノ
来
歴
﹂
と
い
う
文
章
が
あ
り
︑
こ
こ
に
こ
の
間
の
動
き
を
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
る
︒
全
文
は
先
掲
﹃
長
野
県
近
代
出
版
文
化
の
成
立
﹄
に
紹
介
さ
れ
て
い
る
の
で
︑
こ
こ
で
は
︑
引
用
を
最
小
限
に
と
ど
め
る
こ
と
に
す
る
︒
﹁
抑
当
会
社
ノ
創
立
ハ
一
昨
年
明
治
十
四
年
五
月
ノ
事
ニ
シ
テ
﹂
と
あ
り
︑﹁
共
益
社
﹂
と
同
一
の
結
社
で
あ
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
︵
後
に
触
れ
る
清
水
又
居
宛
信
濃
出
版
会
社
書
状
の
中
に
は
﹁
共
益
社
﹂
と
印
刷
し
て
あ
る
封
筒
を
使
用
し
た
も
の
が
あ
る
︶︒
﹁
先
ツ
発
起
者
一
同
ヨ
リ
創
業
資
金
若
干
ヲ
徴
集
シ
テ
社
員
募
集
ニ
取
掛
リ
︑
五
人
ノ
誘
導
委
員
ヲ
県
下
及
新
潟
・
山
梨
・
岐
阜
・
群
馬
ノ
諸
県
ニ
派
遣
シ
﹂
と
あ
っ
て
︑
ま
ず
﹁
発
起
者
一
同
﹂
か
ら
徴
収
し
た
﹁
創
業
資
金
﹂
を
も
っ
て
社
員
募
集
を
行
い
始
め
た
︒
注
目
さ
れ
る
の
は
﹁
五
人
ノ
誘
導
委
員
﹂
を
︑
長
野
県
下
と
︑
隣
接
す
る
﹁
新
潟
・
山
梨
・
岐
阜
・
群
馬
ノ
諸
県
﹂
に
派
遣
し
て
︑
勧
誘
に
あ
た
ら
せ
た
こ
と
で
あ
る
︒
脩
道
館
が
新
聞
や
郵
便
を
用
い
て
全
国
的
に
広
告
し
た
の
と
は
大
き
な
違
い
で
︑
県
下
を
中
心
に
隣
県
ま
で
と
絞
っ
て
社
員
を
派
遣
し
︑
い
わ
ば
顔
の
わ
か
る
よ
う
な
範
囲
で
社
員
を
確
保
し
て
い
く
の
で
あ
る
︒
こ
の
足
で
稼
ぐ
社
員
獲
得
の
成
果
は
﹁
四
千
余
名
ノ
加
入
ヲ
得
﹂
る
ほ
ど
の
も
の
で
あ
っ
た
︒
持
ち
合
わ
せ
の
印
刷
工
場
と
機
械
で
は
︑﹁
全
社
員
ノ
冀
望
ニ
充
ラ
ル
ノ
印
刷
覚
束
ナ
キ
ヲ
慮
リ
﹂︑
こ
の
十
五
年
一
月
に
︑
東
京
で
あ
ら
た
に
活
版
印
刷
機
械
を
購
入
︑
工
場
も
増
設
し
た
︒
八
六
六
月
か
ら
印
刷
開
始
の
予
定
で
あ
っ
た
が
︑﹁
事
業
ノ
都
合
ニ
由
テ
﹂
七
月
か
ら
の
作
業
と
な
っ
た
︒
し
か
し
︑﹁
時
方
ニ
炎
暑
ノ
候
ナ
ル
ヲ
以
テ
悪
疫
流
行
シ
︑
人
心
恟
々
職
工
其
業
ニ
安
ゼ
ズ
︑
各
相
辞
シ
テ
帰
郷
セ
ル
ヲ
以
テ
︑
止
ヲ
得
ズ
休
刊
ノ
不
幸
ニ
及
ベ
リ
﹂
と
︑
虎
列
刺
流
行
に
よ
っ
て
職
工
の
確
保
が
で
き
な
く
な
り
︑
再
招
集
で
き
た
の
は
十
月
に
な
っ
て
か
ら
の
こ
と
で
あ
っ
た
︒
い
っ
ぽ
う
︑
そ
の
間
に
加
入
の
申
し
込
み
も
増
加
し
︑
増
築
し
た
工
場
も
狭
溢
化
し
て
い
く
︒
よ
り
広
い
所
に
移
転
し
て
︑
そ
の
修
築
が
完
了
し
た
の
が
十
一
月
下
旬
の
こ
と
で
あ
っ
た
︒
そ
こ
か
ら
︑
第
一
回
の
配
本
﹃
常
山
紀
談
﹄
の
印
刷
に
取
り
掛
か
る
こ
と
に
な
る
︒
予
想
を
上
回
る
社
員
獲
得
に
よ
っ
て
︑
事
業
規
模
を
大
き
く
せ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
こ
と
︑
脩
道
館
と
同
様
で
あ
っ
た
︒
事
業
計
画
は
時
宜
に
適
っ
て
大
方
の
共
感
を
得
た
わ
け
で
あ
る
︒
こ
れ
が
事
業
開
始
の
遅
延
を
も
た
ら
し
た
も
の
の
︑
ま
だ
こ
の
時
点
に
お
い
て
は
︑
﹁
社
運
益
盛
大
ニ
趣
ク
﹂
と
い
う
自
己
評
価
が
正
当
な
も
の
で
あ
っ
た
ろ
う
︒
し
か
し
こ
の
時
期
の
事
業
規
模
拡
大
は
︑
事
業
の
存
続
に
か
な
ら
ず
し
も
結
び
つ
く
も
の
で
は
な
か
っ
た
︒
明
治
十
六
︵
一
八
八
三
︶
年
信
濃
出
版
会
社
、
刊
行
開
始
一
月
上
旬
︑﹃
常
山
紀
談
﹄
が
刷
り
上
が
る
︵﹃
信
濃
出
版
会
社
事
務
報
告
書
第
一
回
﹄︶︒
十
五
日
か
ら
予
約
者
に
配
本
す
る
は
ず
で
あ
っ
た
が
︑﹁
東
京
ヨ
リ
雇
入
ノ
製
本
師
等
事
故
ヲ
告
ゲ
延
着
セ
シ
ヲ
以
テ
︑
為
ニ
二
月
二
十
日
ニ
至
テ
製
本
納
帙
ヲ
完
フ
シ
︑
預
約
時
日
ノ
順
序
ヲ
遂
テ
配
達
ニ
従
事
セ
リ
﹂
と
︑
製
本
は
二
月
下
旬
に
ま
で
も
つ
れ
こ
ん
だ
︒
こ
の
製
本
師
は
︑
先
掲
﹃
長
野
県
近
代
出
版
文
化
の
成
立
﹄
が
︑
山
崎
競
治
﹁
信
濃
出
版
会
社
事
務
懐
中
控
﹂
に
よ
っ
て
︑
寺
沢
金
次
郎
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
︒
浅
井
冽
編
﹃
背
書
選
文
巻
一
﹄
は
活
版
印
刷
の
和
装
本
で
︑
唐
本
を
模
し
て
縦
長
の
中
本
に
仕
立
て
て
あ
る
︒
明
治
十
三
年
︑
松
本
高
美
屋
甚
左
衛
門
か
ら
刊
行
さ
れ
た
こ
の
書
籍
は
︑
仕
立
て
の
美
し
さ
が
一
特
色
を
な
し
て
い
る
︒
信
州
大
学
教
育
学
部
所
蔵
旧
長
野
師
範
学
校
旧
蔵
本
は
︑
そ
の
刊
記
脇
に
﹁
製
本
師
／
寺
沢
金
治
郎
﹂
と
い
う
印
文
の
製
本
印
が
朱
で
捺
さ
れ
て
い
る
︒
製
本
の
美
に
こ
だ
わ
信
濃
出
版
会
社
と
脩
道
館
︵
鈴
木
︶
八
七
っ
て
︑
高
美
が
東
京
か
ら
寺
沢
を
呼
び
寄
せ
た
も
の
か
と
思
わ
れ
る
︒
信
濃
出
版
会
社
が
寺
沢
を
起
用
し
た
の
は
︑
こ
の
あ
た
り
の
縁
故
に
よ
る
で
あ
ろ
う
が
︑
い
ず
れ
に
し
て
も
︑
印
刷
の
み
な
ら
ず
製
本
の
精
良
を
も
心
懸
け
た
出
版
事
業
で
あ
っ
た
こ
と
を
証
す
る
も
の
で
あ
る
︒
こ
の
﹃
常
山
紀
談
﹄
は
︑
和
紙
和
装
本
で
中
本
十
八
巻
十
冊
︑
ど
の
揃
を
見
て
も
︑
木
口
の
裁
断
鮮
や
か
に
︑
十
冊
の
寸
法
し
っ
か
り
揃
い
︑
角
布
も
綴
糸
も
し
っ
く
り
落
ち
着
い
て
︑
な
か
な
か
の
手
際
で
あ
る
︒
組
版
は
律
儀
そ
の
も
の
︑
版
面
も
ほ
と
ん
ど
む
ら
無
く
整
っ
て
い
る
︒
き
わ
め
て
誠
実
な
本
作
り
の
姿
勢
を
本
そ
の
も
の
か
ら
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
る
︒
造
本
の
面
で
も
脩
道
館
の
事
業
の
真
面
目
な
影
響
下
に
あ
る
と
し
て
よ
い
で
あ
ろ
う
︒
刊
記
に
は
二
種
類
あ
っ
て
︑
ひ
と
つ
は
︑﹁
明
治
十
六
年
一
月
出
版
﹇
定
価
金
壱
円
五
拾
銭
﹈
／
編
輯
者
岡
山
県
故
人
湯
浅
新
兵
衛
住
所
不
分
明
／
出
版
人
長
野
県
平
民
小
澤
海
造
信
濃
国
北
安
曇
郡
池
田
町
村
第
百
四
十
八
番
／
刊
行
所
長
野
県
北
安
曇
郡
池
田
町
村
第
四
十
三
番
地
信
濃
出
版
会
社
﹂
と
な
っ
て
い
る
も
の
︒
も
う
ひ
と
つ
は
︑
年
紀
部
分
が
﹁
明
治
十
六
年
一
月
出
版
御
届
／
同
二
月
出
版
﹂
と
な
っ
て
い
る
も
の
で
あ
る
︒
前
者
の
も
の
が
先
で
︑
後
者
は
刷
り
直
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
︒
こ
の
こ
と
に
関
連
す
る
一
連
の
文
書
が
長
野
県
立
歴
史
館
所
蔵
行
政
簿
冊
の
中
に
残
っ
て
い
る
の
で
紹
介
し
て
お
く
︵﹃
公
文
編
冊
庶
務
掛
図
書
出
版
之
部
﹄︵
明
︶︶︒
17
A
-23-2
出
版
届
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
︒
こ
の
書
類
の
前
に
は
︑
北
安
曇
郡
役
所
か
ら
長
野
県
庶
務
課
に
宛
て
た
二
月
六
日
付
の
書
類
が
添
え
ら
れ
て
い
て
︑
こ
れ
に
よ
る
と
︑
郡
役
所
に
託
さ
れ
県
に
回
し
た
書
類
に
不
備
が
あ
っ
た
よ
う
で
差
し
戻
し
と
な
り
︑
訂
正
の
上
再
出
さ
れ
た
の
が
こ
の
願
書
と
い
う
こ
と
に
な
る
︒
八
八
出
版
御
届
一
常
山
紀
談
中
本
合
巻
全
拾
冊
明
治
十
六
年
二
月
出
版
右
ハ
元
文
年
中
︑
湯
浅
新
兵
衛
カ
論
輯
セ
シ
書
ニ
シ
テ
︑
天
文
永
保
ノ
頃
ヨ
リ
慶
長
元
和
ニ
至
ル
戦
国
時
代
ノ
名
将
勇
士
ノ
逸
事
ヲ
記
載
シ
︑
一
切
条
例
ニ
背
候
儀
無
之
︑
且
版
権
無
免
許
ニ
候
間
︑
今
般
出
版
仕
度
︑
尤
著
者
相
続
人
ト
連
印
可
致
候
処
︑
何
分
住
所
相
知
レ
不
申
︑
因
テ
ハ
将
来
右
相
続
人
ヨ
リ
如
何
抔
ノ
儀
申
出
候
ト
モ
私
一
切
引
請
可
申
候
︒
此
如
御
座
申
上
候
也
︒
長
野
県
平
民
小
澤
海
造
﹇
印
﹈
信
濃
国
北
安
曇
郡
池
田
町
村
百
四
拾
八
番
地
内
務
卿
山
田
顕
義
殿
こ
れ
に
は
︑
内
務
省
へ
の
進
達
妥
当
と
す
る
次
の
庶
務
課
の
文
書
が
添
え
ら
れ
て
い
る
︒
明
治
十
六
年
甲
曇
第
四
五
八
号
立
案
二
月
十
日
決
議
二
月
十
二
日
施
行
同
月
十
三
日
﹇
印
﹈
主
務
傭
岡
田
清
雄
﹇
印
﹈
令
﹇
印
﹈
庶
務
課
﹇
印
﹈
書
記
官
庶
務
掛
﹇
印
﹈﹇
印
﹈﹇
印
﹈
審
査
部
﹇
印
﹈﹇
印
﹈﹇
印
﹈
北
安
曇
郡
池
田
町
村
小
澤
海
造
願
出
板
届
進
達
之
件
︑
別
紙
北
安
曇
郡
池
田
町
村
小
澤
海
造
願
常
談
（
マ
マ
）
紀
談
出
板
届
内
務
省
ヘ
進
達
信
濃
出
版
会
社
と
脩
道
館
︵
鈴
木
︶
八
九
之
件
審
按
候
処
︑
不
都
合
無
之
被
存
候
間
︑
左
案
之
通
奥
書
進
達
相
成
可
然
哉
︒
奥
書
按
前
書
之
通
届
出
候
付
進
達
候
也
長
野
県
令
大
野
誠
最
初
に
提
出
し
た
書
類
に
ど
の
よ
う
な
不
備
が
あ
っ
た
の
か
わ
か
ら
な
い
が
︑
い
ず
れ
出
版
に
つ
い
て
の
諸
手
続
に
不
慣
れ
だ
っ
た
ゆ
え
の
こ
と
と
想
像
す
る
︒
二
月
二
十
三
日
付
︑
長
野
県
宛
の
納
本
届
も
残
っ
て
い
る
︒
納
本
御
届
一
常
山
紀
談
合
本
全
拾
冊
右
者
明
治
十
六
年
三
月
十
六
日
内
国
通
運
会
社
江
託
し
︑
三
部
納
本
仕
候
間
︑
此
段
御
届
申
上
候
也
︒
北
安
曇
郡
池
田
町
村
明
治
十
七
年
二
月
廿
三
日
小
澤
海
造
﹇
印
﹈
長
野
県
令
大
野
誠
殿
内
務
省
図
書
局
﹃
出
版
書
目
月
報
﹄
第
六
十
四
号
︵
明
治
十
六
年
四
月
分
︶
に
﹁
湯
浅
新
兵
衛
編
常
山
紀
談
小
本
十
冊
長
野
県
下
出
版
／
定
価
一
円
五
十
銭
発
兌
小
沢
海
造
﹂
と
記
載
さ
れ
て
い
る
︒
三
月
に
は
︑﹃
信
濃
出
版
会
社
事
務
報
告
第
一
回
﹄
を
発
行
す
る
︒
確
認
し
た
の
は
長
野
県
立
歴
史
館
所
蔵
清
水
家
文
書
の
も
の
で
あ
る
が
︑
こ
れ
に
よ
る
と
︑
本
文
九
丁
︑
後
表
紙
の
代
用
と
し
て
﹁
三
楠
実
録
﹂
上
之
三
︑
第
廿
一
丁
が
見
本
と
し
て
綴
合
わ
さ
れ
て
い
る
︒
本
文
は
︑﹁
事
業
ノ
来
歴
﹂
に
続
け
て
︑
出
来
書
・
近
刊
予
定
書
の
案
内
の
﹁
出
版
書
籍
﹂︑﹁
雑
記
﹂︑
末
に
﹁
社
員
姓
名
﹂︵
水
内
九
〇
郡
高
井
郡
之
部
︶
を
掲
載
す
る
︒
﹁
当
会
社
創
立
以
来
殆
ド
二
箇
年
︑
其
間
多
少
時
日
ヲ
空
費
セ
シ
ヲ
以
テ
世
間
或
ハ
廃
社
瓦
解
等
ノ
憂
慮
ヲ
懐
カ
ル
ヽ
ヤ
ニ
伝
承
致
候
得
共
︑
御
承
知
ノ
如
ク
活
版
ノ
業
タ
ル
頗
ル
艱
難
ノ
事
ナ
ル
ヲ
以
テ
︑
軽
挙
事
ヲ
謬
ル
モ
ノ
其
尠
ナ
キ
ニ
ア
ラ
ズ
﹂
と
︑
同
報
告
﹁
雑
記
﹂
に
あ
る
よ
う
な
疑
惑
の
空
気
を
払
拭
す
る
た
め
に
﹁
本
社
ト
社
員
ノ
脈
洛
ヲ
通
﹂
じ
︑
社
員
を
つ
な
ぎ
止
め
る
の
が
第
一
の
目
的
で
あ
る
︒
そ
れ
が
脩
道
館
に
な
ら
っ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
先
述
し
た
︒
そ
し
て
︑﹁
此
事
務
報
告
書
ハ
毎
月
一
回
宛
刊
行
致
シ
﹂︵﹁
雑
記
﹂︶
と
︑
毎
月
発
行
を
う
た
う
こ
の
冊
子
の
発
行
頻
度
も
脩
道
館
の
そ
れ
に
な
ら
っ
た
も
の
で
あ
っ
た
︒
た
だ
し
︑
毎
月
の
発
行
は
な
ら
ず
︑
一
枚
摺
の
第
二
回
を
五
月
に
発
行
し
た
き
り
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
︵
未
見
︑﹃
長
野
県
近
代
出
版
文
化
の
研
究
﹄
に
よ
る
︶︒
﹃
三
楠
実
録
﹄
中
本
三
巻
八
冊
も
こ
の
年
に
刊
行
さ
れ
た
︒
刊
記
は
﹁
明
治
十
六
年
七
月
廿
五
日
御
届
／
仝
年
八
月
出
版
定
価
金
壱
円
七
十
五
銭
／
編
輯
人
故
人
畠
山
泰
全
住
所
不
分
明
／
翻
刻
出
版
人
長
野
県
平
民
関
源
四
／
刊
行
所
長
野
県
北
安
曇
郡
池
田
町
村
四
十
三
番
地
信
濃
出
版
会
社
﹂
と
な
っ
て
い
て
︑
関
源
四
が
名
義
人
で
あ
る
︒
な
お
架
蔵
の
一
本
に
︑
刊
記
を
﹁
明
治
十
六
年
六
月
御
届
／
仝
年
仝
月
出
版
定
価
金
壱
円
七
十
五
銭
／
翻
刻
出
版
人
長
野
県
平
民
関
源
四
信
濃
国
北
安
曇
群
池
田
町
村
五
十
六
番
地
／
刊
行
所
長
野
県
北
安
曇
郡
池
田
町
村
四
十
三
番
地
信
濃
出
版
会
社
﹂
と
作
る
も
の
が
あ
る
︒
こ
れ
が
早
い
段
階
の
も
の
で
︑
先
に
掲
げ
た
も
の
は
改
定
が
施
さ
れ
た
形
で
あ
ろ
う
︒
改
定
の
理
由
は
︑
次
に
掲
げ
る
一
連
の
県
文
書
か
ら
察
す
る
こ
と
が
で
き
る
︒
信
濃
出
版
会
社
と
脩
道
館
︵
鈴
木
︶
九
一
ま
ず
翻
刻
届
を
見
て
み
よ
う
︒
翻
刻
御
届
一
三
楠
実
録
中
本
合
巻
八
冊
明
治
十
六
年
八
月
出
版
右
者
畠
山
泰
全
編
輯
楠
三
代
ノ
事
ヲ
記
載
シ
︑
無
版
権
ノ
書
ニ
シ
テ
︑
一
切
条
例
ニ
背
キ
候
義
無
之
候
間
︑
今
度
翻
刻
致
度
︑
此
段
御
届
申
上
候
也
︒
明
治
十
六
年
七
月
廿
五
日
長
野
県
平
民
翻
刻
人
関
源
四
信
濃
国
北
安
曇
郡
池
田
町
村
五
十
六
番
地
内
務
卿
山
田
顕
儀
殿
七
月
二
十
五
日
付
の
も
の
で
︑
内
務
省
へ
の
進
達
の
た
め
に
ま
ず
県
に
提
出
さ
れ
た
︒
次
の
文
書
は
︑
こ
の
文
書
に
つ
い
て
上
申
妥
当
の
旨
具
申
し
た
県
内
部
の
文
書
で
あ
る
︒
明
治
十
六
年
乙
曇
一
九
七
号
立
案
八
月
八
日
決
議
八
月
十
日
施
行
八
月
十
一
日
令
主
務
御
用
掛
原
順
之
助
﹇
印
﹈
庶
務
課
﹇
印
﹈
書
記
官
庶
務
掛
九
二
